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         前書き

         
            対象製品

            適用OSのバージョン，JP1/Integrated Management - Manager，およびJP1/Integrated Management - Viewが前提とするサービスパックやパッチなどの詳細については各製品のリリースノートで確認してください。

            ●JP1/Integrated Management - View（適用OS：Windows）

            
               	
                  P-2W2C-6HA4 JP1/Integrated Management - View 10-50

               

            

            製品構成一覧および内訳形名

            
               	
                  P-242C-6HA4 JP1/Integrated Management - View 10-50(適用OS:Windows Server 2003，Windows XP Professional)

               

               	
                  P-2A2C-6HA4 JP1/Integrated Management - View 10-50(適用OS:Windows 8.1， Windows 8，Windows Server 2012，Windows 7，Windows Server 2008，Windows Vista)

               

            

            ●JP1/Integrated Management - Manager（適用OS：Windows）

            
               	
                  P-2W2C-8EA4 JP1/Integrated Management - Manager 10-50

               

            

            製品構成一覧および内訳形名

            
               	
                  P-242C-8EA4 JP1/Integrated Management - Manager 10-50 (適用OS:Windows Server 2003)

               

               	
                  P-2A2C-8EA4 JP1/Integrated Management - Manager 10-50 (適用OS:Windows Server 2012，Windows Server 2008)

               

            

            ●JP1/Integrated Management - Manager（適用OS：Solaris）

            
               	
                  P-9D2C-8EA1 JP1/Integrated Management - Manager 10-50

               

            

            ●JP1/Integrated Management - Manager（適用OS：AIX）

            
               	
                  P-1M2C-8EA1 JP1/Integrated Management - Manager 10-50

               

            

            ●JP1/Integrated Management - Manager（適用OS：HP-UX (IPF)）

            
               	
                  P-1J2C-8EA1 JP1/Integrated Management - Manager 10-50

               

            

            ●JP1/Integrated Management - Manager（適用OS：Linux 6.1 (x86)以降，Linux 6.1 (x64)以降，Linux 5.1 (x86)以降，Linux 5.1 (AMD/Intel 64)以降）

            
               	
                  P-812C-8EA1 JP1/Integrated Management - Manager 10-50

               

            

         
         
            輸出時の注意

            本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

            なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

         
         
            商標類

            Active Directoryは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。

            AIXは，米国およびその他の国におけるInternational Business Machines Corporationの商標です。

            AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。

            HP-UXは，Hewlett-Packard Development Company, L.P.のオペレーティングシステムの名称です。

            Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国におけるIntel Corporationの商標です。

            Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。

            Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

            OracleとJavaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。

            Red Hatは，米国およびその他の国でRed Hat, Inc. の登録商標もしくは商標です。

            RSAおよびBSAFEは，米国EMC コーポレーションの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

            TELstaffは，株式会社日立ソリューションズの登録商標です。

            UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。

            Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

            Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

            Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

            その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

            プログラムプロダクト「P-9D2C-8EA1」には，Oracle Corporationまたはその子会社，関連会社が著作権を有している部分が含まれています。

            プログラムプロダクト「P-9D2C-8EA1」には，UNIX System Laboratories, Inc.が著作権を有している部分が含まれています。

            This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).

            This product includes software developed by Ben Laurie for use in the Apache-SSL HTTP server project.

            Portions of this software were developed at the National Center for Supercomputing Applications (NCSA) at the University of
               Illinois at Urbana-Champaign.
            

            This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors.

            This software contains code derived from the RSA Data Security Inc. MD5 Message-Digest Algorithm, including various modifications
               by Spyglass Inc., Carnegie Mellon University, and Bell Communications Research, Inc (Bellcore).
            

            Regular expression support is provided by the PCRE library package, which is open source software, written by Philip Hazel,
               and copyright by the University of Cambridge, England. The original software is available from ftp://ftp.csx.cam.ac.uk/pub/software/programming/pcre/
            

            This product includes software developed by Ralf S. Engelschall <rse@engelschall.com> for use in the mod_ssl project (http://www.modssl.org/).

            This product includes software developed by Andy Clark.

            This product includes software developed by Daisuke Okajima and Kohsuke Kawaguchi (http://relaxngcc.sf.net/).

            This product includes software developed by IAIK of Graz University of Technology.

            This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).
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            本製品は，米国EMC コーポレーションのRSA BSAFE(R)ソフトウェアを搭載しています。
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         変更内容

         
            変更内容(3021-3-006-20)　JP1/Integrated Management - Manager　10-50，JP1/Integrated Management - View　10-50
            
               
                  
                  
               
               
                  
                     	
                        追加・変更内容

                     
                     	
                        変更個所

                     
                  

               
               
                  
                     	
                        JP1/IM，JP1/Baseのインストール，およびセットアップ手順を追加した。

                     
                     	
                        1

                     
                  

                  
                     	
                        IM構成管理でイベント転送の設定をカスタマイズする手順だけに記載内容を絞った。

                     
                     	
                        2.3

                     
                  

                  
                     	
                        アプリケーションのログファイルのレコードをJP1/IMで監視する手順を追加した。

                     
                     	
                        2.4

                     
                  

                  
                     	
                        WindowsイベントログをJP1/IMで監視する手順を追加した。

                     
                     	
                        2.5

                     
                  

                  
                     	
                        イベントの重大度を変更する場合の手順を定義ファイルからGUIに変更した。

                     
                     	
                        3.2，3.2.1

                     
                  

                  
                     	
                        メール通知機能でメールを送信するための設定の手順を追加した。

                     
                     	
                        付録A，付録A.1，付録A.2，付録A.3

                     
                  

                  
                     	
                        ビジュアル監視でシステム障害の影響範囲を把握する場合の説明をこのマニュアルの旧1章から移動した。

                     
                     	
                        付録B

                     
                  

                  
                     	
                        業務グループ単位でシステムを監視する場合の説明をこのマニュアルの旧1章から移動した。

                     
                     	
                        付録C

                     
                  

               
            

            
               単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

            

         
         今版（3021-3-006-20）では，前版（3021-3-006-10）の目次構成を変更しました。前版との対応は次のようになっています。

         
            
               
                  
                  
               
               
                  
                     	
                        旧（3021-3-006-10）

                     
                     	
                        新（3021-3-006-20）

                     
                  

               
               
                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        1. JP1/IMのインストールおよびセットアップ

                     
                  

                  
                     	
                        1. システムの構築

                     
                     	
                        2. システムの構築

                     
                  

                  
                     	
                        1.4 システムで発行されたイベントを一元管理したい

                     
                     	
                        2.3 監視対象にするイベントのカスタマイズについて

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        2.4 イベント変換機能を使用したログファイルの監視について

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        2.5 イベント変換機能を使用したWindowsイベントログの監視について

                     
                  

                  
                     	
                        2. システムの監視

                     
                     	
                        3. システムの監視

                     
                  

                  
                     	
                        3. 障害の検知

                     
                     	
                        4. システム障害の検知

                     
                  

                  
                     	
                        4. 障害の調査・対策

                     
                     	
                        5. システム障害の調査・対策

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録A. メール通知機能を使用するための設定について（Windows限定）

                     
                  

                  
                     	
                        1.5 システムで発行されたイベントをビジュアルに監視したい

                     
                     	
                        付録B. ビジュアル監視でシステム障害の影響範囲を把握する場合について

                     
                  

                  
                     	
                        1.2 業務システムをグループ単位で監視したい

                     
                     	
                        付録C. 業務グループごとにシステムを監視する場合について

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録D. ポート番号

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録E. サービス一覧（Windows限定）

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録F. もっと使いこなすには？

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録G. このマニュアルの参考情報

                     
                  

                  
                     	
                        −

                     
                     	
                        付録H. 用語解説

                     
                  

               
            

         
         （凡例）

         −：前版には該当しません

      
   
      
         はじめにお読みください

         このマニュアルは，JP1/Integrated Management - ManagerおよびJP1/Integrated Management - Viewの主な構築・運用方法を運用サイクルに合わせて説明したものです。JP1/Integrated
            Management - Managerの機能を使用目的に合わせて知りたい方は，最初にこのマニュアルをお読みください。JP1/Integrated Management - ManagerおよびJP1/Integrated Management
            - Viewを総称してJP1/IMと表記することがあります。
         

         
            JP1/IMでできること

            企業でのビジネスを支えるシステムは，大規模化，複雑化していて，システムの運用管理が重要な課題となっています。JP1/IMは，管理目的に合わせた一元管理と運用作業の統合化によって，システム運用管理を最適化します。

            JP1/IMの特長を次に示します。

            
               	
                  JP1イベント（以下，イベントと略します）による事象の一元管理とシステムの集中監視

               

               	
                  問題発生の検知と通知

               

               	
                  JP1/IMを基点とした問題調査・対策での作業の統合

               

               	
                  システムの階層構成およびホストの設定の一元管理

               

            

            JP1/IMを導入すると，これらの特長によって，システム運用管理での監視や操作をJP1/IMを基点とした一連の運用管理作業に統合し，複雑な運用作業を簡素化できます。

            JP1/IMの主要な機能を次の図に示します。

            [image: [図データ]]

         
         
            このマニュアルで説明すること

            このマニュアルは，JP1/IMを使用してオープンプラットフォームのシステムを管理するインフラを管理，運用，操作される方，および導入を検討している方を対象読者とします。具体的には次の方を対象とします。

            
               	
                  JP1/IMの概要や基本的な使い方を理解しようとしているシステム管理者，およびオペレータ

               

               	
                  システムで発生する事象を一元監視するため，JP1/IMの導入を検討されている方

               

            

            このマニュアルは，サポートサービスを契約していないお客様でもご利用いただけます。

            このマニュアルの本文では，対象読者の方がセントラルコンソールを使って基本的な構成のシステムの監視を始めるための，インストール，セットアップ，および各機能の設定手順を説明します。さらに，監視の応用として，ビジュアル監視，業務グループでの監視，およびJP1/IMを使いこなすための機能を付録で紹介します。

            なお，このマニュアルでは次の図に示すような，監視対象のホスト（エージェント）とJP1/Integrated Management - Managerがインストールされた管理サーバ（マネージャー）が，2階層の階層関係であるシステムを前提に操作手順を説明します。

            [image: [図データ]]

         
         
            マニュアルの読み方

            各画面での操作は，次に示す環境を前提としています。

            
               	マネージャーでの操作

               	
                  Windows Server 2008，またはLinux 6.1を使用している環境

               

               	ビューアーでの操作

               	
                  Windows 7を使用している環境

                  [image: [図データ]]

               

            

            このマニュアルに掲載されている画面は，2014年8月時点のものです。製品の仕様変更に伴い，ご使用の製品の画面と一部異なることがありますので，あらかじめご了承ください。

            なお，JP1/IMには，このマニュアルを含め7冊のマニュアルがあります。このマニュアルで説明している構築・運用方法の詳細について示していますので，必要に応じてお読みください。

            対象読者の方の目的に応じた読書手順の例を次の図に示します。

            [image: [図データ]]
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            	1.3.6　JP1/IM - Managerの起動（Windowsの場合）
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            	3.2.2　イベントの重大度が変更されているか確認する

            	3.3　メンテナンス対象のホストを監視対象から外す場合について
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            	3.3.2　監視対象から外したホストのイベントが表示されていないか確認する

            	3.4　不要なイベントを表示させない場合について

            	3.4.1　フィルターの追加共通除外条件で不要なイベントを表示させないようにする

            	3.4.2　不要なイベントが表示されていないか確認する

            	3.5　イベントが大量に発生しても重要なイベントが埋もれないようにする場合について

            	3.5.1　繰り返しイベント監視抑止機能で大量に発生したイベントを集約する

            	3.5.2　大量に発生したイベントが集約されているか確認する

            	4.　システム障害の検知

            	4.1　複数のイベントを一つのイベントとして扱う場合について

            	4.1.1　作成する相関イベント発行定義ファイルの記載内容の説明

            	4.1.2　相関イベントでイベントを関連づける

            	4.1.3　相関イベントが発行されているか確認する

            	4.2　特定のイベントが発行されたら自動でコマンドを実行する場合について

            	4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する

            	4.2.2　自動アクションに設定したコマンドが実行されたか確認する

            	4.3　一度実行したアクションを一定の期間だけ実行させない場合について

            	4.3.1　自動アクションの抑止でアクションを実行しないようにする

            	4.3.2　同じアクションが何度も実行されていないか確認する

            	5.　システム障害の調査・対策

            	5.1　過去に発行されたイベントの状況を確認する場合について

            	5.1.1　表示開始位置指定機能で表示時刻を指定してイベントを表示する

            	5.1.2　指定した表示時刻からイベントが表示されているか確認する

            	5.2　イベントを検索する場合について

            	5.2.1　イベント検索で条件を指定してイベントを検索する

            	5.2.2　イベントが検索できたか確認する

            	5.3　既知の障害への対処方法をイベントガイド情報としてイベントに設定する場合について

            	5.3.1　作成するイベントガイド情報ファイルの記載内容の説明

            	5.3.2　イベントガイド機能で対策方法を登録する

            	5.3.3　対策方法が登録されたか確認する

            	付録
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            	付録B.2　イベントの影響範囲をマップ形式やツリー形式で監視できるか確認する

            	付録C　業務グループごとにシステムを監視する場合について

            	付録C.1　業務グループを設定する流れ

            	付録C.2　業務グループが正しく設定できたか確認する

            	付録D　ポート番号

            	付録D.1　JP1/IMのポート番号
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            	付録E　サービス一覧（Windows限定）

            	付録F　もっと使いこなすには？

            	付録G　このマニュアルの参考情報

            	付録H　用語解説

         

      
   
      
         1　JP1/IMのインストールおよびセットアップ

         
            この章では，JP1/IM，JP1/Baseのインストール・セットアップ手順について説明します。

         

         
            1.1　インストール前の準備

            ここでは，JP1/IMおよび前提製品のJP1/Baseをインストールする前に必要な準備を説明します。

            インストールする製品の準備

            次の製品を事前に準備してください。なお，このマニュアルでは，インストールするすべての製品はバージョンが10-50以降であるとします。

            
               	
                  JP1/Base

               

               	
                  JP1/Integrated Management - Manager

               

               	
                  JP1/Integrated Management - View

               

            

            インストールに必要なOSの環境の構築

            JP1/IM - ManagerおよびJP1/IM - Viewのリリースノートを参照して，次の作業を実施する必要があります。

            
               	
                  JP1/IMが前提とするサービスパックやパッチをOSに適用する。

               

               	
                  （Linux限定）JP1/IMの構成に合わせて，カーネルパラメーターを調整する。

               

            

            JP1/IMが使用するポートの設定

            ファイアウォールのホストでJP1/IMを使用する場合，自ホスト内の通信でJP1/IMが使うすべてのポートを通過できるように設定してください。ファイアウォールの通過方向については，「付録D.3　ファイアウォールの通過方向」を参照してください。
            

            名前解決の設定

            システム内で互いのホストを一意に名前解決できるように設定してください。

            （Linux限定）自ホストが名前解決できるかの確認

            pingコマンドを実行して，自ホストのホスト名を，接続しているLAN環境のIPアドレス（ループバックアドレス以外のIPアドレス）で名前解決できることを確認する必要があります。名前解決できない場合はJP1/Baseが正常に動作しないため，hostsファイルの設定を見直してください。
            

            関連項目

            
               	
                  導入・設計ガイド　1.5　JP1/IM - Managerの構成

               

               	
                  構築ガイド　1.2.2　システム環境の構築

               

               	
                  構築ガイド　2.2.2　システム環境の構築

               

               	
                  JP1/Base 運用ガイド　JP1/Baseの通信方式について書かれた個所

               

            

         
         
            1.2　構築の流れ

            基本的な構成のシステムの監視を始めるために，基本的な構成のシステムとは何かを説明します。また，必要な製品のインストールの流れ，およびセットアップの流れについて説明します。なお，このマニュアルでは，JP1/IM - Managerが提供するシステムをシステムと総称します。

            
               1.2.1　基本的な構成のシステムとは

               システムは，イベントを管理するマネージャー，監視対象となるエージェント，システムを監視・操作するビューアーで構成されます。このマニュアルでは，次の図に示す2階層構成のシステムを基本的な構成のシステムとします。なお，図中のすべてのホストはNICが1枚で，一つのIPアドレスだけを割り当てられているとします。
               

               [image: [図データ]]

               この例では，システム管理者は管理サーバ（kanri）というマネージャーにJP1ユーザー名「jp1admin」でログインし，システム全体をビューアーで監視します。kanriは営業部に所属しているエージェント（hostA，hostB）と，商品企画部に所属しているエージェント（host1，host2）で発行されたイベントを管理します。

               システム内のホストにNICが複数ある場合，およびNICに複数のIPアドレスが割り当てられている場合の設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のJP1/Baseの通信方式について書かれた個所を参照してください。

               監視対象のホストに対してコマンドを実行したい場合，ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける必要があります。ユーザーマッピングの手順については，「2.2　JP1/IM - Viewから監視対象のホストに対してコマンドを実行するための設定について」を参照してください。
               

            
            
               1.2.2　インストールおよびセットアップの流れ

               基本的な構成のシステムを構成するための，インストール，およびセットアップの流れを説明します。

               マネージャーの場合，エージェントの場合およびビューアーの場合に分けて説明します。

               
                  	マネージャーの場合

                  	
                     前提製品であるJP1/Base，およびJP1/IM - Managerをインストールします。また，JP1/IM - ManagerにログインするためにJP1/Baseのユーザー認証を設定したり，このマニュアルで説明するJP1/IM - Managerの機能を使用したりするためにIMデータベースをセットアップします。

                     インストール，およびセットアップが完了したあと，IM構成管理でシステムの階層構成を設定します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	エージェントの場合

                  	
                     発行したイベントをマネージャーで管理するために，JP1/Baseをインストールします。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	ビューアーの場合

                  	
                     JP1/IM - ManagerをGUIで操作するためにJP1/IM - Viewをインストールします。また，IM構成管理をGUIで操作するためにIM構成管理・ビューアーをセットアップします。

                     [image: [図データ]]

                  

               

            
            
               1.2.3　インストールおよびセットアップで表記している「Administrators権限」について

               このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカルPCに対するAdministrators権限です。ローカルPCに対してAdministrators権限を持つユーザーであれば，ローカルユーザー，ドメインユーザー，およびActive
                  Directory環境で動作に違いはありません。
               

            
            
               1.2.4　各手順で表記している「Viewパス」「Managerパス」などの置き換え文字について

               このマニュアルでは，Windows版JP1/IMおよびJP1/Baseのインストール先フォルダを，置き換え文字で表記しています。

               
                  	
                     Viewパス

                  

                  	
                     Managerパス

                  

                  	
                     Consoleパス

                  

                  	
                     Scopeパス

                  

                  	
                     Baseパス

                  

               

               これらの置き換え文字の詳細については，「付録G　このマニュアルの参考情報」を参照してください。
               

            
         
         
            1.3　インストールおよびセットアップ（Windowsの場合）

            WindowsのJP1/IMでシステムの監視を始める際の，インストールおよびセットアップの手順を説明します。

            
               1.3.1　前提製品のインストール（Windowsの場合）

               JP1/IMでシステムの監視を始める前に，マネージャーとするホストおよびエージェントとするホストに，JP1/Baseをインストールする必要があります。ここでは，JP1/Baseの新規インストール手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/Baseのインストール手順（Windowsの場合）

                  WindowsにJP1/Baseをインストールする手順を説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        インストールを実施するホストのOSがJP1/Baseの前提OSである。

                     

                     	
                        インストールを実施するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        JP1/Baseの提供媒体をドライブに入れます。

                        起動したインストーラーの指示に従ってインストールを進めてください。インストール時には，次の項目を設定します。

                        
                           	
                              ユーザー情報

                           

                           	
                              インストール先フォルダ

                              インストール先フォルダの初期設定は次のとおりです。

                              x86環境の場合：

                              システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1Base

                              x64環境の場合：

                              システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Base

                              x64環境の場合，システムドライブ:¥Program Files¥配下にはインストールしないでください。64ビットモジュールとの混在によって，動作上問題が発生するおそれがあります。また，ほかの製品のインストール先フォルダと同じフォルダにインストールしないでください。
                              

                           

                           	
                              自動セットアップ処理

                              ［セットアップ処理を行う］をチェックすると，自動で初期設定が行われ，インストール完了後すぐに運用できる状態になります。インストールするホストのOSユーザー名とそのパスワードの入力画面が表示されるので，OSユーザー名とパスワードを入力してください。入力したOSユーザー名とパスワードは，初期設定で登録されるJP1ユーザー（jp1admin）とのユーザーマッピングで使用されます。ユーザーマッピングの詳細については，「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」を参照してください。
                              

                           

                        

                     

                     	
                        再起動を要求された場合は，Windowsを再起動します。

                     

                  

               
            
            
               1.3.2　前提製品のセットアップ（Windowsの場合）

               ここでは，JP1/Baseのセットアップのうち，ユーザー認証の設定について説明します。JP1/IM - Managerにログインするためには，マネージャーでユーザー認証を設定する必要があります。認証サーバはプライマリー，セカンダリーの2台まで設定できます。

               
                  (1)　認証サーバの設定手順（Windowsの場合）

                  JP1/BaseがWindowsにインストールされている場合に認証サーバを指定する手順を次に示します。

                  前提条件

                  認証サーバに設定したいホストを，hostsファイルまたはDNSサーバによって名前解決できる必要があります。
                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［プログラム］−［JP1_Base］−［環境設定］を選択して［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスを表示します。

                     

                     	
                        ［認証サーバの検索順序］の［追加］ボタンをクリックして［認証サーバ］ダイアログボックスを表示します。

                     

                     	
                        認証サーバに設定したいホストのホスト名を入力して［OK］ボタンをクリックします。

                        なお，［認証サーバの検索順序］に表示されるホストのうち，上に表示されているホストがプライマリー認証サーバです。

                        JP1/Baseのインストール時に自動セットアップ処理を実施した場合は，認証サーバ名に自ホスト名が設定済みです。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ユーザー認証の設定について書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (2)　認証サーバへのJP1ユーザーの登録手順（Windowsの場合）

                  JP1/BaseがWindowsにインストールされている場合にJP1ユーザーを認証サーバに登録する手順を示します。

                  前提条件

                  プライマリー認証サーバが指定されている必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［プログラム］−［JP1_Base］−［環境設定］を選択して［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスを表示します。

                     

                     	
                        ［認証サーバの検索順序］に表示されているプライマリー認証サーバのホスト名をクリックして，［JP1ユーザー］を活性化します。

                     

                     	
                        ［JP1ユーザー］の［追加］ボタンをクリックして［JP1ユーザー］ダイアログボックスを表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名，およびパスワードを入力して［OK］ボタンをクリックします。

                        次の条件に従ってJP1ユーザー名，およびパスワードを登録してください。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       対象

                                    
                                    	
                                       文字数

                                    
                                    	
                                       大文字・小文字の区別

                                    
                                    	
                                       使用できる文字列

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       JP1ユーザー名

                                    
                                    	
                                       1〜31バイト

                                    
                                    	
                                       区別しない

                                    
                                    	
                                       半角英数字記号（* / ¥ " ' ^ [ ] { } ( ) : ; | = , + ? < > およびスペース，タブを除く）
                                       

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       パスワード

                                    
                                    	
                                       6〜32バイト

                                    
                                    	
                                       区別する

                                    
                                    	
                                       半角英数字記号（¥ " : およびスペース，タブを除く）
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        なお，JP1/Baseのインストール時に自動セットアップ処理を実施した場合は，JP1ユーザー名およびパスワードに，jp1adminが設定済みです。
                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　GUIを使ってJP1ユーザーを設定する手順について書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (3)　JP1ユーザーの操作権限について（Windowsの場合）

                  JP1ユーザーには，ユーザーごとに操作権限が与えられています。この操作権限を，JP1権限レベルと呼びます。

                  このマニュアルでのシステム管理者（jp1admin）のJP1権限レベルは，JP1_Console_Admin権限およびJP1_CF_Admin権限です。
                  

                  JP1_Console_Admin権限は，セントラルコンソールおよびセントラルスコープを操作するときに必要な権限です。

                  JP1_CF_Admin権限は，IM構成管理を操作するときに必要な権限です。

                  JP1/Baseのインストール時に自動セットアップ処理を実施した場合は，システム管理者に必要なJP1権限レベルが設定済みです。自動セットアップ処理を実施していない場合，およびシステム管理者以外のJP1ユーザーを登録する場合については，「付録C.1(2)　JP1ユーザーに業務グループ用のJP1資源グループ名およびJP1権限レベルを設定する」の操作手順を参考にして，JP1権限レベルを設定してください。
                  

               
            
            
               1.3.3　JP1/IMのインストール（Windowsの場合）

               ここでは，JP1/IM - ManagerおよびJP1/IM - Viewをインストールする手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/IM - Managerのインストール手順（Windowsの場合）

                  WindowsにJP1/IM - Managerをインストールする手順を次に示します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        インストールを実施するホストのOSがJP1/IM - Managerの前提OSである。

                     

                     	
                        インストールを実施するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。

                     

                     	
                        JP1/Baseがインストールされている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        すべてのプログラムを終了します。

                        インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。また，「JP1/Base」のサービスを停止してください。

                     

                     	
                        提供媒体をドライブに入れ，インストールします。

                        自動的に起動するインストーラーの指示に従ってインストールします。

                        インストールするソフトウェアを選択したあと，次の項目を入力します。

                        
                           	
                              ユーザー情報

                           

                           	
                              インストール先フォルダ

                              x64環境の場合，システムドライブ:¥Program Files¥配下（(x86)が付いていないProgram Filesフォルダ）にはインストールしないでください。
                              

                              JP1/IM - Managerをインストールすると，次に示すインストール先フォルダが作成されます。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             製品

                                          
                                          	
                                             作成されるフォルダ※

                                          
                                          	
                                             説明

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             JP1/IM - Manager

                                          
                                          	
                                             インストール先フォルダ¥JP1IMM¥

                                          
                                          	
                                             JP1/IM - Manager情報が格納される。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             インストール先フォルダ¥JP1Cons¥

                                          
                                          	
                                             セントラルコンソール情報が格納される。

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             インストール先フォルダ¥JP1Scope¥

                                          
                                          	
                                             セントラルスコープ情報が格納される。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                              注※　インストール先フォルダのデフォルト値は"システムドライブ: ¥Program Files (x86)¥Hitachi"です。
                              

                              なお，JP1/IM - Managerのインストール先フォルダに指定できるドライブは固定ディスクだけです。リムーバブルディスク，ネットワークドライブ，UNCパスにはインストールできません。

                           

                        

                     

                     	
                        再起動を要求された場合は，Windowsを再起動します。

                     

                  

               
               
                  (2)　JP1/IM - Viewのインストール手順（Windows限定）

                  WindowsにJP1/IM - Viewをインストールする手順を次に示します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        インストールを実施するホストのOSがJP1/IM - Viewの前提OSである。

                     

                     	
                        インストールを実施するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        すべてのプログラムを終了します。

                        インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。

                     

                     	
                        提供媒体をドライブに入れ，インストールします。

                        自動的に起動するインストーラーの指示に従ってインストールします。

                        インストールするソフトウェアを選択したあと，次の項目を入力します。

                        
                           	
                              ユーザー情報

                              新規インストールの場合だけ入力します。

                           

                           	
                              インストール先フォルダ

                              x64環境の場合，システムドライブ:¥Program Files¥配下（(x86)が付いていないProgram Filesフォルダ）にはインストールしないでください。
                              

                              JP1/IM - Viewをインストールすると，次に示すインストール先フォルダが作成されます。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             製品

                                          
                                          	
                                             作成されるフォルダ※

                                          
                                          	
                                             説明

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             JP1/IM - View

                                          
                                          	
                                             インストール先フォルダ¥JP1CoView¥

                                          
                                          	
                                             JP1/IM - View情報が格納される。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                              注※　インストール先フォルダのデフォルト値は"システムドライブ: ¥Program Files (x86)¥Hitachi"です。
                              

                              なお，JP1/IM - Viewのインストール先フォルダに指定できるドライブは固定ディスクだけです。リムーバブルディスク，ネットワークドライブ，UNCパスにはインストールできません。

                           

                           	
                              プログラムフォルダ

                              スタートメニューの登録個所を指定します。ただし，Windows8.1，Windows 8，Windows Server 2012，Windows 7，Windows Server 2008，およびWindows Vista版のJP1/IM -
                                 Viewのインストール時は，プログラムフォルダを指定できません。
                              

                           

                        

                     

                     	
                        再起動を要求された場合は，Windowsを再起動します。

                     

                  

               
            
            
               1.3.4　JP1/IM - Managerのセットアップ（Windowsの場合）

               イベントの重大度を変更したり，大量に発生したイベントを一つのイベントに集約したりするためには，統合監視DBを構築する必要があります。また，IM構成管理を使用してシステムの階層構成を管理するためには，IM構成管理DBを構築する必要があります。ここでは，二つのデータベースの総称である，IMデータベースの構築手順について説明します。

               統合監視DBとIM構成管理DBのどちらを先にセットアップするかで，実行するコマンドの引数が異なります。このマニュアルでは，統合監視DBを先にインストールする場合のコマンドの引数を記載しています。

               
                  (1)　作成するセットアップ情報ファイルの記載内容の説明（Windowsの場合）

                  「1.3.4(2)　IMデータベースをセットアップするための準備をする（Windowsの場合）」で作成する，セットアップ情報ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - DB Size

                                 IMDBSIZE=S

                              
                              	
                                 作成するIMデータベースのサイズをS，M，Lから指定します。インストール時点ではSが設定されています。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - Data Storage Directory

                                 IMDBDIR=Managerパス¥database

                              
                              	
                                 IMデータベースのデータを格納するディレクトリを絶対パスで指定します。95文字以内の文字列で指定してください。インストール時点ではManagerパス¥databaseが設定されています。IMDBDIRの値を変更する場合は，ネットワークドライブ（コマンドプロンプトでnet useを実行した際に一覧で表示されるドライブ）やWindowsの予約デバイスファイル（AUX，CON，NUL，PRN，CLOCK$，COM[0-9]，LPT[0-9]）を指定しないでください。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - Port Number

                                 IMDBPORT=20700

                              
                              	
                                 IMデータベースが使用するポート番号を指定します。ポート番号に指定できる範囲は5001〜65535です。インストール時点では20700が設定されています。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - DB Install Directory

                                 IMDBENVDIR=Managerパス¥dbms

                              
                              	
                                 IMデータベースをインストールするディレクトリを絶対パスで指定します。195文字以内の文字列で指定してください。インストール時点ではManagerパス¥dbmsが設定されています。IMDBENVDIRの値を変更する場合は，ネットワークドライブ（コマンドプロンプトでnet useを実行した際に一覧で表示されるドライブ）やWindowsの予約デバイスファイル（AUX，CON，NUL，PRN，CLOCK$，COM[0-9]，LPT[0-9]）を指定しないでください。
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　12.1.3　IMデータベースの容量の見積もり

                     

                  

               
               
                  (2)　IMデータベースをセットアップするための準備をする（Windowsの場合）

                  WindowsにIMデータベースを構築する準備について説明します。IMデータベースを構築するために必要なデータベース領域のサイズやデータベース格納ディレクトリの情報を記載したセットアップ情報ファイルを準備します。
                  

                  前提条件

                  マネージャーにJP1/IM - Managerがインストールされている必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        セットアップ情報ファイル（jimdbsetupinfo.conf）を編集します。

                        セットアップ情報ファイルはインストール時に作成されます。このマニュアルで説明する範囲では，インストール時に作成された状態から編集する必要はありません。

                        セットアップ情報ファイルの格納先は次のとおりです。

                        Managerパス¥conf¥imdb¥setup¥

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　1.4.1　IMデータベースを構築するための準備

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　セットアップ情報ファイル（jimdbsetupinfo.conf）
                        

                     

                  

               
               
                  (3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）

                  統合監視DBを作成し，セントラルコンソール機能で統合監視DBを使用できるように設定します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        統合監視DBを作成するために必要なディスク容量が確保されている。

                     

                     	
                        jcodbsetupコマンド，およびjcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        次のjcodbsetupコマンドを実行し，統合監視DBを作成します。
                        

                        "Consoleパス¥bin¥jcodbsetup" -f セットアップ情報ファイル名 -q

                        なお，IMデータベースサービスはこの時点で作成されます。

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，統合監視DBを有効にします。
                        

                        "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -db ON

                     

                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを再起動します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　1.4.2　統合監視DBの設定

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcodbsetup

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                  

               
               
                  (4)　IM構成管理DBをセットアップする（Windowsの場合）

                  IM構成管理DBを作成し，IM構成管理サービスをプロセス管理から起動できるように設定します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        JP1/IM - Viewが停止中である。

                     

                     	
                        IM構成管理DBを作成するために必要なディスク容量が確保されている。

                     

                     	
                        jcfdbsetupコマンド，およびjcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。
                        

                     

                  

                  すでに「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」の手順に従って統合監視DBを設定している場合（このマニュアルで説明しているセットアップ手順の場合），さらに次の条件を満たす必要があります。
                  

                  
                     	
                        IMデータベースサービスの状態が稼働中である。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを停止します。

                     

                     	
                        次のjcfdbsetupコマンドを実行して，IM構成管理DBを作成します。
                        

                        "Managerパス¥bin¥imdb¥jcfdbsetup" -s -q

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，IM構成管理サービス（jcfmain）を有効にします。
                        

                        "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -cf ON

                     

                     	
                        JP1/IM - Managerを起動します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　1.4.3　IM構成管理DBの設定

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcfdbsetup

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                  

               
            
            
               1.3.5　JP1/IM - Viewのセットアップ（Windows限定）

               ここでは，JP1/IM - Viewをセットアップする手順について説明します。

               
                  (1)　IM構成管理・ビューアーのセットアップ（Windows限定）

                  IM構成管理・ビューアーを起動するためのショートカットを登録する手順について説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        ビューアーにJP1/IM - Viewがインストールされている。

                     

                     	
                        jcovcfsetupコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        次のjcovcfsetupコマンドを実行して，IM構成管理・ビューアーのショートカットを登録します。
                        

                        "Viewパス¥bin¥jcovcfsetup" -i

                     

                  

                  Windowsスタートメニューの［プログラム］−［JP1_Integrated Management - View］の下に［構成管理］が追加されます。

               
            
            
               1.3.6　JP1/IM - Managerの起動（Windowsの場合）

               JP1/IM - Managerの機能を正常に使用するためには，決められた順序でサービスを起動する必要があります。ここでは，JP1/IM - Managerの起動手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/IM - Managerに必要なサービスの起動手順（Windowsの場合）

                  JP1/IM - ManagerがWindowsにインストールされている場合のサービスの起動手順を説明します。JP1/Baseの各サービスを起動してから，JP1/IM - Managerの各サービスを起動します。すでに起動しているサービスについては，操作を省略してください。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        マネージャーにJP1/Baseがインストール・セットアップされている。

                     

                     	
                        マネージャーにJP1/IM - Managerがインストール・セットアップされている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［コントロールパネル］−［管理ツール］−［サービス］を選択して，サービスコントロールマネージャを起動します。

                     

                     	
                        JP1/Base Eventサービスを起動します。

                     

                     	
                        JP1/Base EventlogTrapサービスを起動します。

                     

                     	
                        JP1/Base LogTrapサービスを起動します。

                     

                     	
                        JP1/Baseサービスを起動します。

                     

                     	
                        JP1/IM-Manager DB Serverサービスを起動します。

                     

                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを起動します。

                     

                  

               
            
         
         
            1.4　インストールおよびセットアップ（Linuxの場合）

            LinuxのJP1/IMでシステムの監視を始める際の，インストールおよびセットアップの手順を説明します。

            
               1.4.1　前提製品のインストール（Linuxの場合）

               JP1/IMでシステムの監視を始める前に，マネージャーとするホストおよびエージェントとするホストに，JP1/Baseをインストールする必要があります。ここでは，JP1/Baseの新規インストール手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/Baseのインストール手順（Linuxの場合）

                  LinuxにJP1/Baseをインストールする手順を説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        インストールを実施するホストのOSがJP1/Baseの前提OSである。

                     

                     	
                        インストールを実施するOSユーザーがroot権限を所有している。

                     

                     	
                        インストール先のホスト名を，接続しているLAN環境のIPアドレスで名前解決できる。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        プログラムを終了します。

                        JP1/Baseをインストールする前に，JP1の全プログラムを終了してください。

                     

                     	
                        JP1/Baseの提供媒体をドライブに入れます。

                     

                     	
                        次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerをインストールおよび起動します。

                        /cdrom/XXXX/setup /cdrom

                        XXXXの部分は，ご使用のOSによって異なります。また，デバイススペシャル名の「/cdrom」には，自動的にマウントされたデバイススペシャル名を指定してください。
                        

                        Hitachi PP Installerが起動すると，初期画面が表示されます。表示される初期画面例を次に示します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerの初期画面に「I」を入力して，ソフトウェアの一覧を表示します。

                     

                     	
                        ソフトウェアの一覧のカーソルを「JP1/Base」に移動させ，スペースバーで選択します。

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerに「I」を入力して，JP1/Baseのインストールを開始します。

                        自動でセットアップの初期設定が行われ，インストール完了後すぐにJP1/Baseを運用できるようになります。

                     

                     	
                        インストール完了後，「Q」を入力して初期画面に戻ります。

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerを終了したあと，JP1/Baseの自動起動スクリプトを作成します。

                        次のとおりコマンドを実行します。

                        cd /etc/opt/jp1base

                        cp -p jbs_start.model jbs_start

                     

                  

               
            
            
               1.4.2　前提製品のセットアップ（Linuxの場合）

               ここでは，JP1/Baseのセットアップのうち，ユーザー認証の設定について説明します。JP1/IM - Managerにログインするためには，マネージャーでユーザー認証を設定する必要があります。認証サーバはプライマリー，セカンダリーの2台まで設定できます。

               
                  (1)　認証サーバの設定手順（Linuxの場合）

                  JP1/BaseがLinuxにインストールされている場合に認証サーバを指定する手順を次に示します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        認証サーバに設定したいホストを，hostsファイルまたはDNSサーバによって名前解決できる。
                        

                     

                     	
                        jbssetusrsrvコマンドを実行するOSユーザーがroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        認証サーバを指定するホストで次のjbssetusrsrvコマンドを実行して，認証サーバを設定します。
                        

                        /opt/jp1base/bin/jbssetusrsrv プライマリー認証サーバ [セカンダリー認証サーバ]

                        なお，JP1/Baseのインストール時に，認証サーバ名に自ホスト名が自動で設定されます。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ユーザー認証の設定について書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (2)　認証サーバへのJP1ユーザーの登録手順（Linuxの場合）

                  JP1/BaseがLinuxにインストールされている場合にJP1ユーザーを認証サーバに登録する手順を示します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        プライマリー認証サーバが指定されている。

                     

                     	
                        jbsadduserコマンドを実行するOSユーザーがroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        プライマリー認証サーバに指定したホストで次のjbsadduserコマンドを実行して，JP1ユーザーを認証サーバに登録します。
                        

                        /opt/jp1base/bin/jbsadduser JP1ユーザー名

                        次の条件に従ってJP1ユーザー名を指定してください。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       対象

                                    
                                    	
                                       文字数

                                    
                                    	
                                       大文字・小文字の区別

                                    
                                    	
                                       使用できる文字列

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       JP1ユーザー名

                                    
                                    	
                                       1〜31バイト

                                    
                                    	
                                       区別しない

                                    
                                    	
                                       半角英数字記号（* / ¥ " ' ^ [ ] { } ( ) : ; | = , + ? < > およびスペース，タブを除く）
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	
                        jbsadduserコマンドを実行したあと，指示に従ってパスワードを入力します。
                        

                        次の条件に従ってパスワードを指定してください。

                        
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       対象

                                    
                                    	
                                       文字数

                                    
                                    	
                                       大文字・小文字の区別

                                    
                                    	
                                       使用できる文字列

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       パスワード

                                    
                                    	
                                       6〜32バイト

                                    
                                    	
                                       区別する

                                    
                                    	
                                       半角英数字記号（¥ " : およびスペース，タブを除く）
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        なお，JP1/Baseのインストール時に，JP1ユーザー名およびパスワードにjp1adminが自動で設定されます。
                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　jbsadduserコマンドの個所
                        

                     

                  

               
               
                  (3)　JP1ユーザーの操作権限について（Linuxの場合）

                  JP1ユーザーには，ユーザーごとに操作権限が与えられています。この操作権限を，JP1権限レベルと呼びます。

                  このマニュアルでのシステム管理者（jp1admin）のJP1権限レベルは，JP1_Console_Admin権限およびJP1_CF_Admin権限です。
                  

                  JP1_Console_Admin権限は，セントラルコンソールおよびセントラルスコープを操作するときに必要な権限です。

                  JP1_CF_Admin権限は，IM構成管理を操作するときに必要な権限です。

                  JP1/Baseのインストール時に，システム管理者に必要なJP1権限レベルが自動で設定されます。システム管理者以外のJP1ユーザーを登録する場合は，「付録C.1(2)　JP1ユーザーに業務グループ用のJP1資源グループ名およびJP1権限レベルを設定する」の操作手順を参考にして，JP1権限レベルを設定してください。 
                  

               
            
            
               1.4.3　JP1/IMのインストール（Linuxの場合）

               ここでは，JP1/IM - Managerをインストールする手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/IM - Managerのインストール手順（Linuxの場合）

                  LinuxにJP1/IM - Managerをインストールする手順を次に示します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        インストールを実施するホストのOSがJP1/IM - Managerの前提OSである。

                     

                     	
                        インストールを実施するOSユーザーがroot権限を所有している。

                     

                     	
                        JP1/Baseがインストールされている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        すべてのプログラムを終了します。

                        インストールする前に，すべてのプログラムを終了してください。また，「JP1/Base」のサービスを停止してください。

                     

                     	
                        ドライブにJP1/IM - Managerの提供媒体をセットします。

                     

                     	
                        次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerをインストールおよび起動します。
/cdrom/XXXX/setup /cdrom
XXXXの部分は，ご使用の環境によって異なります。また，デバイススペシャル名の「/cdrom」には，自動的にマウントされたデバイススペシャル名を指定してください。
                        

                        Hitachi PP Installerが起動すると，初期画面が表示されます。表示される初期画面例を次に示します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerの初期画面に「I」を入力して，ソフトウェアの一覧を表示します。

                     

                     	
                        ソフトウェアの一覧のカーソルを「JP1/IM - Manager」に移動させ，スペースバーで選択します。

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerに「I」を入力して，JP1/IM - Managerのインストールを開始します。

                     

                     	
                        インストール完了後，「Q」を入力して初期画面に戻ります。

                     

                     	
                        Hitachi PP Installerを終了したあと，JP1/IM - Managerの自動起動スクリプトを作成します。

                        次のとおりコマンドを実行します。

                        cd /etc/opt/jp1cons

                        cp -p jco_start.model jco_start

                     

                  

               
            
            
               1.4.4　JP1/IM - Managerのセットアップ（Linuxの場合）

               イベントの重大度を変更したり，大量に発生したイベントを一つのイベントに集約したりするためには，統合監視DBを構築する必要があります。また，IM構成管理を使用してシステムの階層構成を管理するためには，IM構成管理DBを構築する必要があります。ここでは，二つのデータベースの総称である，IMデータベースの構築手順について説明します。

               統合監視DBとIM構成管理DBのどちらを先にセットアップするかで，実行するコマンドの引数が異なります。このマニュアルでは，統合監視DBを先にインストールする場合のコマンドの引数を記載しています。

               
                  (1)　作成するセットアップ情報ファイルの記載内容の説明（Linuxの場合）

                  「1.4.4(2)　IMデータベースをセットアップするための準備をする（Linuxの場合）」で作成する，セットアップ情報ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - DB Size

                                 IMDBSIZE=S

                              
                              	
                                 作成するIMデータベースのサイズをS，M，Lから指定します。インストール時点ではSが設定されています。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - Data Storage Directory

                                 IMDBDIR=/var/opt/jp1imm/database

                              
                              	
                                 IMデータベースのデータを格納するディレクトリを絶対パスで指定します。95文字以内の文字列で指定してください。インストール時点では/var/opt/jp1imm/databaseが設定されています。IMDBDIRの値を変更する場合は，シンボリックリンク（find / -type lを実行して検索されるファイル）を含むパスを指定しないでください。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - Port Number

                                 IMDBPORT=20700

                              
                              	
                                 IMデータベースが使用するポート番号を指定します。ポート番号に指定できる範囲は5001〜65535です。インストール時点では20700が設定されています。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 #IM DATABASE SERVICE - DB Install Directory

                                 IMDBENVDIR=/var/opt/jp1imm/dbms

                              
                              	
                                 IMデータベースをインストールするディレクトリを絶対パスで指定します。123文字以内の文字列で指定してください。インストール時点では/var/opt/jp1imm/dbmsが設定されています。IMDBENVDIRの値を変更する場合は，シンボリックリンク（find / -type lを実行して検索されるファイル）を含むパスを指定しないでください。
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　12.1.3　IMデータベースの容量の見積もり

                     

                  

               
               
                  (2)　IMデータベースをセットアップするための準備をする（Linuxの場合）

                  LinuxにIMデータベースを構築する手順を次に示します。IMデータベースを構築するために必要なデータベース領域のサイズやデータベース格納ディレクトリの情報を記載したセットアップ情報ファイルを準備します。
                  

                  前提条件

                  マネージャーにJP1/IM - Managerがインストールされている必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        セットアップ情報ファイル（jimdbsetupinfo.conf）を編集します。

                        セットアップ情報ファイルはインストール時に作成されます。このマニュアルで説明する範囲では，インストール時に作成された状態から編集する必要はありません。

                        セットアップ情報ファイルの格納先は次のとおりです。

                        /etc/opt/jp1imm/conf/imdb/setup/

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　2.4.1　IMデータベースを構築するための準備

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　セットアップ情報ファイル（jimdbsetupinfo.conf）
                        

                     

                  

               
               
                  (3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）

                  統合監視DBを作成し，セントラルコンソール機能で統合監視DBを使用できるように設定します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        統合監視DBを作成するために必要なディスク容量が確保されている。

                     

                     	
                        jcodbsetupコマンド，およびjcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        次のjcodbsetupコマンドを実行し，統合監視DBを作成します。
                        

                        /opt/jp1cons/bin/jcodbsetup -f セットアップ情報ファイル名 -q

                        なお，IMデータベースサービスはこの時点で作成されます。

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，統合監視DBを有効にします。
                        

                        /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -db ON

                     

                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを再起動します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　2.4.2　統合監視DBの設定

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcodbsetup

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                  

               
               
                  (4)　IM構成管理DBをセットアップする（Linuxの場合）

                  IM構成管理DBを作成し，IM構成管理サービスをプロセス管理から起動できるように設定します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        JP1/IM - Viewが停止中である。

                     

                     	
                        IM構成管理DBを作成するために必要なディスク容量が確保されている。

                     

                     	
                        jcfdbsetupコマンド，およびjcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  すでに「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」の手順に従って統合監視DBを設定している場合（このマニュアルで説明しているセットアップ手順の場合），さらに次の条件を満たす必要があります。
                  

                  
                     	
                        IMデータベースサービスの状態が稼働中である。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを停止します。

                     

                     	
                        次のjcfdbsetupコマンドを実行して，IM構成管理DBを作成します。
                        

                        /opt/jp1imm/bin/imdb/jcfdbsetup -s -q

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，IM構成管理サービス（jcfmain）を有効にします。
                        

                        /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -cf ON

                     

                     	
                        JP1/IM - Managerを起動します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　2.4.3　IM構成管理DBの設定

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcfdbsetup

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                  

               
            
            
               1.4.5　JP1/IM - Managerの起動（Linuxの場合）

               JP1/IM - Managerの機能を正常に使用するためには，決められた順序でサービスを起動する必要があります。ここでは，JP1/IM - Managerの起動手順について説明します。

               
                  (1)　JP1/IM - Managerに必要なサービスの起動手順（Linuxの場合）

                  JP1/IM - ManagerがLinuxにインストールされている場合の起動手順を説明します。JP1/Baseの自動起動スクリプトを実行してから，JP1/IM - Managerの自動起動スクリプトを実行します。すでに起動している製品については，操作を省略してください。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        マネージャーにJP1/Baseがインストール・セットアップされている。

                     

                     	
                        マネージャーにJP1/IM - Managerがインストール・セットアップされている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        /etc/opt/jp1base/jbs_startスクリプトを実行します。
                        

                        JP1/Baseが起動します。

                     

                     	
                        /etc/opt/jp1cons/jco_startスクリプトを実行します。
                        

                        JP1/IM - Managerが起動します。

                     

                  

               
            
         
         
            1.5　JP1/IM - ViewでJP1/IM - Managerにログインする

            システムの監視を開始するためには，JP1/IM - ViewでJP1/IM - Managerにログインする必要があります。ここでは，JP1/IM - ViewでJP1/IM - Managerにログインして，［イベントコンソール］画面を表示する手順について説明します。

            前提条件

            次の条件を満たす必要があります。

            
               	
                  ビューアーにJP1/IM - Viewがインストールされている。

               

               	
                  マネージャーにJP1/IM - Managerがインストール・セットアップされている。

               

               	
                  マネージャーのJP1/Baseにプライマリー認証サーバが指定されている。

               

               	
                  プライマリー認証サーバにJP1ユーザーが登録されている。

               

               	
                  マネージャーのJP1/Base，JP1/IM - ManagerおよびIMデータベース（使用する場合）が起動している。

               

            

            操作手順

            
               	
                  Windowsスタートメニューから［プログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［統合ビュー］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

               

               	
                  ［ログイン］画面で，ユーザー名，パスワード，および接続ホスト名を入力します。

                  マネージャーに登録したJP1ユーザー名，およびパスワードを入力してください。また，接続ホスト名には，マネージャーのホスト名を入力してください。

                  なお，JP1/Baseのインストール時に自動セットアップ処理を実施した場合は，JP1ユーザー名およびパスワードに，jp1adminが設定済みです
                  

               

               	
                  ［セントラルコンソール］チェックボックスをチェックします。

               

               	
                  ［OK］ボタンをクリックします。

               

            

         
      
   
      
         2　システムの構築

         
            この章では，システムの構成を定義・管理する方法や，イベントを監視するための準備について説明します。

         

         
            2.1　基本的なシステムの構築について

            JP1/IMを使用して業務システムで発行されたイベントを一元管理するためには，業務システムどおりにシステムの階層構成（IM構成）を定義する必要があります。システムの階層構成はIM構成管理で定義できます。

            IM構成管理で基本的な構成のシステムの階層構成を定義して，イベントを一元管理できるようにしましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]キーワード
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               2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ

               システムの階層構成を定義するには，IM構成管理を使用します。IM構成管理では，システムを構成する各ホストの階層構成を一元管理できます。ここでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムを定義する手順を説明します。
               

               システムの階層構成は，次の流れで定義します。

               
                  	
                     IM構成管理へのホストの登録

                  

                  	
                     IM構成管理でのシステムの階層構成の定義

                  

               

               このマニュアルでは，新規インストールしたJP1/IM - Managerに対して，IM構成管理を使用して基本的な構成のシステムの階層構成を定義する手順を説明します。

               
                  (1)　IM構成管理にホストを登録する

                  システムの階層構成を定義するために，マネージャーおよびエージェントをIM構成管理に登録する必要があります。それぞれのホストをIM構成管理に登録する手順を説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「1.3.4(4)　IM構成管理DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(4)　IM構成管理DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従ってIM構成管理DBを設定し，有効になっている。
                        

                     

                     	
                        エージェントにJP1/Baseがインストールされている。

                     

                     	
                        ビューアーにIM構成管理・ビューアーがセットアップされている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［構成管理］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［IM構成管理］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        ［IM構成管理］画面の［ホスト一覧］タブから，［編集］−［ホスト登録］を選択して，［ホスト登録］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示したシステムの階層構成どおりに，ホストをIM構成管理に登録します。
                        

                        kanriは自ホストであるため，すでに登録されています。次の図に従って，ホストA，ホストB，ホスト1，およびホスト2をIM構成管理に登録します。

                        [image: [図データ]]

                        同様に，基本的な構成のシステムに含まれるホストをすべて登録してください。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　6.　IM構成管理によるシステムの階層構成の管理

                     

                     	
                        構築ガイド　1.5　IM構成管理の機能を使用するための設定

                     

                     	
                        構築ガイド　1.20.3　IM構成管理・ビューアーのセットアップおよび動作カスタマイズ

                     

                     	
                        運用ガイド　8.　IM構成管理によるシステムの階層構成の管理

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.　IM構成管理の画面

                     

                  

               
               
                  (2)　IM構成管理でシステムの階層構成を定義する

                  JP1/IMを使用して業務システムで発行されたイベントを一元管理するために，システムの階層構成を定義する必要があります。ここでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムを定義する手順を説明します。
                  

                  前提条件

                  IM構成管理にホストを登録している必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        ［IM構成管理］画面から［編集］−［エージェント構成編集］を選択して，［エージェント構成編集］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って，ホストをシステムの階層構成どおりに設定します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［エージェント構成編集］画面の，［更新権取得］チェックボックスをチェックします。

                     

                     	
                        ［エージェント構成編集］画面の［操作］−［エージェント構成の反映］を選択し，システムの階層構成の定義をJP1/IM - Managerに反映します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　1.9　システムの階層構成の設定（IM構成管理を使用する場合）

                     

                     	
                        構築ガイド　3.　IM構成管理によるシステムの階層構成の設定

                     

                     	
                        運用ガイド　8.　IM構成管理によるシステムの階層構成の管理

                     

                  

               
            
            
               2.1.2　IM構成管理で正しくシステムが構築できたか確認する

               JP1/IMを使用して業務システムで発行されたイベントを一元管理するために，IM構成管理で正しくシステムの構築ができたか確認します。ここでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムを構築できたか確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               「2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ」に従って基本的な構成のシステムが構築されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［IM構成管理］画面の［IM構成］ページを選択します。

                  

                  	
                     次の図に従って，システムの階層構成が「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示したとおりに定義されているか確認します。
                     

                     [image: [図データ]]

                  

               

            
         
         
            2.2　JP1/IM - Viewから監視対象のホストに対してコマンドを実行するための設定について

            監視対象のホストに対して遠隔操作でコマンドを実行したい場合は，JP1/IM - Viewのコマンド実行機能を使用します。JP1/IM - Viewのコマンド実行機能を使用するためには，JP1/Baseのユーザーマッピングでコマンドを実行するJP1ユーザーと実行先のホスト上のOSユーザーを対応づける必要があります。

            JP1/Baseのユーザーマッピングを設定して，監視対象のホストに対して遠隔操作でコマンドを実行できるようにしましょう。
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            なお，クライアントホスト（ビューアーのホスト）上のコマンドも実行できます。この機能をクライアントアプリケーション実行機能，クライアントホスト上のコマンドをクライアントアプリケーションと呼びます。クライアントアプリケーション実行機能には，特別な設定は必要ありません。
            

            [image: [図データ]]キーワード
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               2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける

               システム内の各ホストに対してセントラルコンソールでコマンドを実行するには，JP1ユーザーとホスト上のOSユーザーを，JP1/Baseのユーザーマッピングで対応づける必要があります。この設定は，コマンド実行先の各ホストで必要です。このマニュアルでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムのホストAに対してユーザーマッピングを設定する方法を説明します。GUIを使用する方法と，コマンドを使用する方法のどちらかを実施してください。
               

               
                  (1)　GUIでユーザーマッピングを実施する（Windows限定）

                  システム内の各ホストに対してセントラルコンソールでコマンドを実行するために，JP1/BaseのGUIでユーザーマッピングを実施する手順を説明します。このマニュアルでは，JP1ユーザー「jp1admin」とOSユーザー「eigyouA」をユーザーマッピングする手順を説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        JP1ユーザーと対応づけるOSユーザーに，次のユーザー権利が与えられている（Windows限定）。

                        
                           	
                              ローカルログオンを許可

                           

                           	
                              サービスとしてログオン

                           

                        

                     

                     	
                        JP1/IM - Viewからコマンドを実行するJP1ユーザーが認証サーバに登録されている。

                     

                     	
                        JP1/IM - Viewからコマンドを実行するJP1ユーザーに，次のどちらかのJP1権限レベルが与えられている。

                        
                           	
                              JP1_Console_Admin

                           

                           	
                              JP1_Console_Operator

                           

                        

                     

                     	
                        「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」を参照して，システムが構築されている。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Base］−［環境設定］を選択して，［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスを表示します。

                     

                     	
                        次の図に従ってユーザーマッピングを実施します。

                        [image: [図データ]]

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　7.4　JP1/Baseによる基盤機能

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ユーザーマッピングの設定について書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (2)　コマンドでユーザーマッピングを実施する（Windows，Linux共通）

                  システム内の各ホストに対してセントラルコンソールでコマンドを実行するために，jbssetumapコマンドでユーザーマッピングを実施する手順を説明します。このマニュアルでは，JP1ユーザー「jp1admin」とOSユーザー「eigyouA」をユーザーマッピングする手順を説明します。
                  

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        JP1ユーザーと対応づけるOSユーザーに，次のユーザー権利が与えられている（Windows限定）。

                        
                           	
                              ローカルログオンを許可

                           

                           	
                              サービスとしてログオン

                           

                        

                     

                     	
                        JP1/IM - Viewからコマンドを実行するJP1ユーザーが認証サーバに登録されている。

                     

                     	
                        JP1/IM - Viewからコマンドを実行するJP1ユーザーに次のどちらかのJP1権限レベルが与えられている。

                        
                           	
                              JP1_Console_Admin

                           

                           	
                              JP1_Console_Operator

                           

                        

                     

                     	
                        「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」を参照して，システムが構築されている。
                        

                     

                     	
                        jbssetumapコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        ホストA（hostA）で次のjbssetumapコマンドを実行して，ユーザーマッピングを実施します。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合：

                              "Baseパス¥bin¥jbssetumap" -u jp1admin -sha -o eigyouA

                           

                           	
                              Linuxの場合：

                              /opt/jp1base/bin/jbssetumap -u jp1admin -sha -o eigyouA

                           

                        

                        同様に，各ホストに対してもコマンドを実行してください。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ユーザーマッピングの設定について書かれた個所

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　jbssetumapコマンドの個所
                        

                     

                  

               
            
            
               2.2.2　コマンドを実行できるか確認する

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されていて，マネージャー上でコマンドを実行できるか確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている。
                     

                  

                  	
                     jco_spmd_statusコマンドを実行するOSユーザー（ユーザーマッピングでJP1ユーザーと対応づけたOSユーザー）がAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面のツールバーから［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド種別］で［管理対象ホストのコマンド］を選択します。

                  

                  	
                     ［引き継ぎ情報］で［情報を引き継ぐ］のチェックを外します。

                  

                  	
                     ［実行ホスト名］にコマンドを実行するホストを次のように指定します。

                     kanri

                  

                  	
                     ［実行コマンド］でjco_spmd_statusコマンドを次のように入力して，コマンドが実行できるか確認します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jco_spmd_status"

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jco_spmd_status

                        

                     

                  

                  	
                     ［実行］ボタンをクリックします。

                  

                  	
                     ［実行結果］に表示される内容に，JP1/IM - Managerが提供するプロセスの状態が表示されているかを確認します。

                     Windowsで実行した場合の表示例を次に示します。なお，プロセスID，および起動しているプロセスはシステムの環境によって異なります。

                     -----------------------------------------------------

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,"KAVB2012-I ""C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Cons¥bin¥jco_spmd_status""コマンドを受け付けました。"

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,"KAVB2029-I ""C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Cons¥bin¥jco_spmd_status""のコマンドを実行しました。 pid=16592"

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,KAVB3690-I JP1_CONS の状態通知処理を開始します 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,稼働中のプロセスを表示します 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,プロセス名称 プロセスID 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,      evflow      14256 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,     jcamain       6292 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,      evtcon      13308 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,     jcfmain      13528 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,KAVB3691-I プロセスは全て起動しています 

                     2014/04/02 21:45:06,kanri,"KAVB2013-I ""C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Cons¥bin¥jco_spmd_status""のコマンドが実行終了しました。 pid=16592 terminate code=0 "

                     -----------------------------------------------------

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jco_spmd_status

                  

               

            
         
         
            2.3　監視対象にするイベントのカスタマイズについて

            インストール時の初期設定では，重大度が「通知（Notice）」や「情報（Information）」であるイベントは，監視対象のエージェントからマネージャーへ転送されません。これらのイベントを監視対象にするためには，IM構成管理でイベント転送の設定をカスタマイズする必要があります。
            

            IM構成管理でイベント転送の設定をカスタマイズして，必要なイベントを監視できるようにしましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]キーワード

            イベント，転送，監視対象，転送フィルター

            
               2.3.1　IM構成管理での転送フィルターの設定

               イベント転送の設定をカスタマイズするためには，IM構成管理でイベント転送元となるエージェントの転送フィルターを設定する必要があります。
               

               転送フィルターとは，JP1/Baseが提供している機能の一つで，JP1/Baseが転送するイベントの条件と転送先マネージャーを設定するフィルターです。このマニュアルでは，IM構成管理でエージェントの転送設定ファイルを編集して，転送フィルターを設定する手順を説明します。

               
                  (1)　作成する転送設定ファイルの記載内容の説明

                  「2.3.1(2)　IM構成管理で転送フィルターを設定する」で作成する，転送設定ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 to-upper

                                 ：

                                 end-to

                              
                              	
                                 to-upperからend-toの間に記載された条件に従うイベントを，システムの階層構成での上位マネージャーに転送するように指定します。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 E.SEVERITY IN Warning Error Critical Alert Emergency Information

                              
                              	
                                 重大度が「警告」「エラー」「致命的」「警戒」「緊急」「情報」であるイベントをマネージャーに転送するように指定します。この記載はto-upperからend-toの間に記載する必要があります。
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　IM構成管理で転送フィルターを設定する

                  イベント転送の設定をカスタマイズするために，IM構成管理でエージェントの転送設定ファイルを編集して転送フィルターを設定します。このマニュアルでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムのうち，ホスト1から管理サーバへ転送するイベントに対して転送フィルターを設定する手順を説明します。
                  

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ」に従って基本的な構成のシステムが構築されている。
                        

                     

                     	
                        ホスト情報が収集済みである。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［構成管理］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［IM構成管理］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        ［IM構成］タブをクリックしたあと，［IM構成］ページのツリー表示領域でイベント転送を設定したいエージェントを選択します。

                     

                     	
                        ［IM構成管理］画面から［表示］−［プロファイル表示］を選択して，［プロファイル表示/編集］画面を表示します。

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［JP1/Base］を選択します。

                     

                     	
                        右クリックして表示されるポップアップメニューから［排他編集設定］を選択して排他編集権を取得します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［イベント転送情報］を選択して，次の図に従ってイベント転送を設定します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        設定を反映するか確認するダイアログボックスが表示されるので［はい］ボタンをクリックします。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　3.1.1　セントラルコンソールによる監視

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　転送設定ファイル（forward）について書かれた個所
                        

                     

                  

               
            
            
               2.3.2　転送フィルターが正しく設定できているか確認する

               転送フィルターが正しく設定できているかマネージャー上で確認する方法を説明します。ここでは，「2.3.1(2)　IM構成管理で転送フィルターを設定する」に従って転送フィルターを設定したあと，ホスト1から発行された重大度が「情報」のイベントがイベント一覧に表示されるかを確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     「2.2.2　コマンドを実行できるか確認する」の手順に従い，［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。
                     

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Information -m 情報のイベント

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Information -m 情報のイベント

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホスト1で重大度が「情報」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     イベント一覧に重大度が「情報」のイベントが表示されていることを確認します。

                  

               

            
         
         
            2.4　イベント変換機能を使用したログファイルの監視について

            アプリケーションのログファイルを監視することで，システム障害の予兆を見つけたり，システム障害の原因の調査に役立てたりできます。ログファイルのレコードをJP1/IMで監視するためには，JP1/Baseのログファイルトラップを設定して，レコードをイベントに変換する必要があります。

            JP1/Baseのログファイルトラップを設定して，ログファイルのレコードをJP1/IMで監視できるようにしましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]キーワード

            イベント，ログ，監視，変換，アプリケーション，セントラルコンソール

            
               2.4.1　JP1/IMでログファイルの監視を開始する流れ

               アプリケーションのログファイルのレコードをJP1/IMで監視するためには，ログファイルトラップを使用します。ログファイルトラップとは，JP1/Baseが提供している機能の一つで，ログファイルのレコードをイベントに変換する機能です。
               

               ログファイルトラップは，次の流れで設定します。

               
                  	
                     監視したいホストにIM構成管理でログファイルトラップ動作定義ファイルを作成

                  

                  	
                     監視したいホストのログファイルトラップをIM構成管理で起動

                  

               

               このマニュアルでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムのうち，ホスト1にある次のようなログファイルに対してログファイルトラップを設定する手順を例として説明します。
               

               
                  	
                     レコードがファイルの先頭から連続で追加される形式（シーケンシャルファイル）である。

                  

                  	
                     レコードは1行ごとに可変長の文字列が格納される。

                  

               

               
                  	ログファイルのサンプル：

                  	
                     -----------------------------------------------------

                     2014/03/07　12:00:00.001 AAAA1111-E "System Error" .....

                     2014/03/07　12:00:00.002 AAAA1112-I "Information"  .....

                     2014/03/07　12:00:00.003 AAAA1113-I "Warning"      .....

                                             ：

                     -----------------------------------------------------

                     このマニュアルで説明する形式以外のログファイルに対して設定する場合は，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のイベント変換について書かれた個所を参照して，ログファイルの形式を確認してください。

                  

               

               
                  (1)　作成するログファイルトラップ動作定義ファイルの記載内容の説明

                  「2.4.1(2)　監視したいホストにIM構成管理でログファイルトラップ動作定義ファイルを作成する」で作成する，ログファイルトラップ動作定義ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 FILETYPE=SEQ

                                 RECTYPE=VAR '¥n'

                              
                              	
                                 ログファイルトラップの対象とするログファイルの形式を指定します。このマニュアルでは，1行ごとに可変長レコードが格納される，SEQ形式のシーケンシャルファイルを対象としています。

                              
                           

                           
                              	
                                 ACTDEF=<Error>00000111 "Error"

                              
                              	
                                 ログファイルに書き込まれるレコードのうち，イベント変換の対象とするレコードの条件を指定します。また，発行するイベントの重大度およびイベントIDを指定します。このマニュアルでは，文字列「Error」を含むレコードをイベントに変換します。
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  イベントに変換されるレコードの例，および変換後のイベントの例を次に示します。

                  
                     	イベントに変換されるレコード

                     	
                        2014/03/07　12:00:00.001 AAAA1111-E "System Error" .....

                     

                     	変換後のイベント

                     	
                        
                           	
                              重大度：「エラー」

                           

                           	
                              イベントID：「00000111」

                           

                           	
                              メッセージ：「2014/03/07　12:00:00.001 AAAA1111-E "System Error" .....」
                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　監視したいホストにIM構成管理でログファイルトラップ動作定義ファイルを作成する

                  ログファイルトラップを設定するために，監視したいホストにIM構成管理でログファイルトラップ動作定義ファイルを作成する手順を説明します。この操作は，監視したいホストに対して実行します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ」に従って基本的な構成のシステムが構築されている。
                        

                     

                     	
                        ホスト情報が収集済みである。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［構成管理］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［IM構成管理］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        ［IM構成］タブをクリックしたあと，［IM構成］ページのツリー表示領域でログファイルを監視したいホストを選択します。

                     

                     	
                        メニューバーから［表示］−［プロファイル表示］を選択して，［プロファイル表示/編集］画面を表示します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［JP1/Base］を選択します。

                     

                     	
                        右クリックして表示されるポップアップメニューから［排他編集設定］を選択して，排他編集権を取得します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［ログファイルトラップ情報］を選択します。

                     

                     	
                        右クリックして表示されるポップアップメニューから［プロファイル追加］を選択して，ログファイルトラップの監視名を追加します。

                     

                     	
                        監視名を設定します。

                        表示されたテキストボックスに，一意な監視名を入力します。なお，ログファイルトラップはここで入力した監視名ごとに管理されます。 

                     

                     	
                        ［OK］ボタンをクリックします。

                        追加したログファイルトラップの監視名が，ツリー表示領域に表示されます。また，監視名に対応するログファイルトラップ定義ファイルの内容が［プロファイル表示/編集］画面のノード情報表示領域に表示されます。

                        なお，監視名を追加した直後は，ログファイルトラップ動作定義ファイルには何も設定されていません。

                     

                     	
                        次の図に従ってログファイルトラップ動作定義ファイルの内容を編集します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        設定を反映するか確認するダイアログボックスが表示されるので［はい］ボタンをクリックします。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　3.5.1　エージェント構成のホストにプロファイルを設定する

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.1.2　［IM構成］ページ

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.9　［プロファイル表示/編集］画面

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　アプリケーションプログラムのログファイルの変換について書かれた個所

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ログファイルトラップ動作定義ファイルについて書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (3)　監視したいホストのログファイルトラップをIM構成管理で起動する

                  アプリケーションのログファイルのレコードをJP1/IMで監視するために，IM構成管理でログファイルトラップを起動する手順を説明します。この操作は，監視したいホストに対して実行します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        監視したいホストにログファイルトラップ動作定義ファイルが作成されている。

                     

                     	
                        監視したいホストのJP1/Baseに対して，プロファイルの排他編集権を取得している。

                     

                     	
                        監視したいホストでJP1/Base LogTrapサービスが起動している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        ［プロファイル表示/編集］画面のツリー表示領域から，起動したいログファイルトラップの監視名を選択します。

                     

                     	
                        次に示すどちらかの方法でログファイルトラップを起動します。

                        
                           	
                              メニューバーから［操作］−［プロセス起動］を選択する。

                           

                           	
                              右クリックして表示されるポップアップメニューから［プロセス起動］を選択する。

                              [image: [図データ]]

                           

                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　3.5.1　エージェント構成のホストにプロファイルを設定する

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.9　［プロファイル表示/編集］画面

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　アプリケーションプログラムのログファイルの変換について書かれた個所

                     

                  

               
            
            
               2.4.2　ログファイルトラップでレコードをイベントに変換できるか確認する

               ログファイルトラップが正常に起動しているか確認するための手順を説明します。ここでは，「2.4.1　JP1/IMでログファイルの監視を開始する流れ」に従ってログファイル動作定義ファイルを作成したあと，コマンドで擬似的なレコードを出力して動作を確認する手順を説明します。なお，実際にログファイルトラップを起動する際は，必ず擬似的なレコードを出力してもよいログファイルであるか確認してください。
               

               前提条件

               「2.4.1　JP1/IMでログファイルの監視を開始する流れ」に従ってログファイルトラップの設定が完了している必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ログファイルトラップを起動しているエージェント（host1）のコマンドプロンプトで，次のコマンドを実行します。

                     echo "System Error">>ログファイル名※

                     注※　この例の場合のechoコマンドはテスト用のファイルを監視するために使用しています。実際の運用ではアプリケーションが出力するログを監視してください。

                     例えば，Windowsで「logfile1.log」というログファイルの格納先が「C:¥log」である場合，ログファイル名には「C:¥log¥logfile1.log」を指定します。
                     

                  

                  	
                     セントラルコンソールにイベント変換されたログが表示されるか確認します。

                     この例では，重大度が「エラー」，登録ホストが「host1」，メッセージが「System Error」のイベントが発行されていることを確認してください。
                     

                     [image: [図データ]]

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
         
            2.5　イベント変換機能を使用したWindowsイベントログの監視について

            WindowsイベントログをJP1で扱うイベントに変換することで，Windowsが出力したアプリケーションのエラーログなどをJP1/IMで監視できます。WindowsイベントログをJP1で扱うイベントに変換するためには，JP1/Baseのイベントログトラップを設定する必要があります。

            JP1/Baseのイベントログトラップを設定して，WindowsイベントログをJP1/IMで監視できるようにしましょう。

            [image: [図データ]]
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            Windowsイベントログ，監視，変換，アプリケーション，セントラルコンソール

            
               2.5.1　JP1/IMでのWindowsイベントログの監視

               WindowsイベントログをJP1/IMで監視するためには，イベントログトラップを使用します。イベントログトラップとは，JP1/Baseが提供している機能の一つで，WindowsイベントログをJP1で扱うイベントに変換する機能です。
               

               イベントログトラップは，Windowsイベントログを監視したいホストのJP1/BaseでJP1/Base EventlogTrapサービスが起動した際に有効になります。
               

               このマニュアルでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本的な構成のシステムのうち，ホスト1で発行されたWindowsイベントログに対するイベントログトラップの設定をカスタマイズする手順を説明します。
               

               
                  (1)　作成するイベントログトラップ動作定義ファイルの記載内容の説明

                  「2.5.1(2)　監視したいホストのイベントログトラップ動作定義ファイルをIM構成管理で編集する」で作成する，イベントログトラップ動作定義ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 filter "System"

                                     type Warning Error

                                 end-filter

                              
                              	
                                 ［ログの名前］が「システム」であるWindowsイベントログのうち，どのログをイベントログトラップの対象にするかを指定します。このマニュアルでは，［レベル］が警告，またはエラーであるログを対象としています。

                              
                           

                           
                              	
                                 filter "Application"

                                     type Warning Error

                                 end-filter

                              
                              	
                                 ［ログの名前］が「アプリケーション」であるWindowsイベントログのうち，どのログをイベントログトラップの対象にするかを指定します。このマニュアルでは，［レベル］が警告，またはエラーであるログを対象としています。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　監視したいホストのイベントログトラップ動作定義ファイルをIM構成管理で編集する

                  イベントログトラップの設定をカスタマイズするために，監視したいホストのイベントログトラップ動作定義ファイルをIM構成管理で編集する手順を説明します。この操作は，監視したいホストに対して実行します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ」に従って基本的な構成のシステムが構築されている。
                        

                     

                     	
                        JP1/Base EventlogTrapサービスが起動している状態で，ホスト情報が収集済みである。
                        

                     

                     	
                        監視したいホストのOSがWindowsである。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［構成管理］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［IM構成管理］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        ［IM構成］タブをクリックしたあと，［IM構成］ページのツリー表示領域でWindowsイベントログを監視したいホストを選択します。

                     

                     	
                        メニューバーから［表示］−［プロファイル表示］を選択して，［プロファイル表示/編集］画面を表示します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［JP1/Base］を選択します。

                     

                     	
                        右クリックして表示されるポップアップメニューから［排他編集設定］を選択して，排他編集権を取得します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ツリー表示領域から［イベントログトラップ情報］を選択します。

                     

                     	
                        次の図に従ってイベントログトラップ動作定義ファイルの内容を編集します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        設定を反映するか確認するダイアログボックスが表示されるので［はい］ボタンをクリックします。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　3.5.1　エージェント構成のホストにプロファイルを設定する

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.1.2　［IM構成］ページ

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.9　［プロファイル表示/編集］画面

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　Windowsイベントログの変換について書かれた個所

                     

                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　イベントログトラップ動作定義ファイル（ntevent.conf）について書かれた個所
                        

                     

                  

               
            
            
               2.5.2　Windowsイベントログをイベントに変換できるか確認する

               イベントログトラップが正常に起動しているか確認するための手順を説明します。ここでは，「2.5.1(2)　監視したいホストのイベントログトラップ動作定義ファイルをIM構成管理で編集する」に従ってイベントログトラップ動作定義ファイルを編集したあと，ホスト1から発行されたWindowsイベントログがJP1で扱うイベントに変換されているかを確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     監視したいホストのJP1/Base EventlogTrapサービスが起動している。
                     

                  

                  	
                     「2.5.1(2)　監視したいホストのイベントログトラップ動作定義ファイルをIM構成管理で編集する」に従ってイベントログトラップの設定が完了している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     イベントログトラップを起動しているエージェント（host1）で，次の条件を満たすWindowsイベントログを発行します。

                     
                        	
                           ［ログの名前］が「アプリケーション」

                        

                        	
                           ［レベル］が「エラー」

                        

                     

                     なお，変換されるWindowsイベントログは，監視したいホストのJP1/Base EventlogTrapサービスが起動したあとに出力されたものだけです。
                     

                  

                  	
                     手順1で発行したWindowsイベントログが，イベント一覧に表示されているか確認します。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

               

            
         
      
   
      
         3　システムの監視

         
            この章では，イベント一覧に表示されたイベントを一時的に絞り込んで表示したり，イベントの重大度をカスタマイズしたりする方法を説明します。

         

         
            3.1　イベントを絞り込んで表示する場合について

            ビューアーを使用してイベントを監視すると，ホストで発行されたイベントがイベント一覧に表示されます。ホストや重大度などの条件が決まっている場合，その条件に合わせて監視したいイベントだけを表示できます。条件を指定して，イベントを一時的に絞り込んで表示しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            このマニュアルでは，ホストBで発行された重大度が「エラー」のイベントをイベント一覧に表示するよう，設定する手順を説明します。

            [image: [図データ]]キーワード

            表示，イベント，特定，フィルタリング，表示フィルター

            
               3.1.1　表示フィルターで表示するイベントの条件を指定する
               

               イベントを絞り込んで表示するために，セントラルコンソールの［表示フィルター設定］画面を使用して，表示フィルターを設定する手順を説明します。ここでは，ホストBで発行された重大度が「エラー」のイベントを表示する手順を説明します。

               前提条件

               前提条件はありません。

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［イベント監視］ページで［表示フィルター編集］をクリックして，［表示フィルター設定］画面を表示します。
                     

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     設定が完了したら，［表示フィルター設定］画面の［OK］ボタンをクリックして，フィルターの条件を登録してください。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     構築ガイド　4.2.1　表示フィルターを設定する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.26　［表示フィルター設定］画面

                  

               

            
            
               3.1.2　表示フィルターの条件に合ったイベントが表示されたか確認する

               表示フィルターで条件を指定したあと，条件に合ったイベントが表示されているか確認します。

               前提条件

               「3.1.1　表示フィルターで表示するイベントの条件を指定する」の手順に従って表示フィルターが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［表示フィルター］チェックボックスをチェックします。

                     指定した条件のイベントがイベント一覧に表示されているか確認してください。

                  

               

            
         
         
            3.2　運用に合わせてイベントの重大度を変更する場合について

            JP1/IM - Managerに転送されたイベントは，種類によって重大度があらかじめ設定されています。しかし，発行されたホストの状態やシステムの運用状況によって，あらかじめ設定されている重大度にイベントの重大度が合わない場合があります。

            運用に合わせてイベントの重大度を変更して，システムの運用に合った重大度でイベントを監視しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            このマニュアルでは，ホストAで発行された重大度が「警告」と一致するイベントの重大度を，「緊急」に変更するように設定する手順を説明します。

            [image: [図データ]]キーワード

            重大度，変更，監視，定義，重大度変更機能

            
               3.2.1　重大度変更機能でイベントの重大度を変更する
               

               運用に合わせてイベントの重大度を変更するには，イベントの重大度変更機能を使用します。ここでは，［重大度変更定義設定］画面を使用して，重大度が「警告」と一致するイベントの重大度を「緊急」に変更する手順を説明します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従って統合監視DBを設定し，有効になっている。
                     

                  

                  	
                     重大度の変更をするJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている。

                  

                  	
                     jcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     次のjcoimdefコマンドを実行して，イベントの重大度変更機能を有効にする設定に変更します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -chsev ON

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -chsev ON

                        

                     

                  

                  	
                     JP1/IM - Managerを再起動します。

                  

                  	
                     Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［統合ビュー］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                  

                  	
                     JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［イベントコンソール］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［イベントコンソール」画面の［オプション」−［重大度変更定義］を選択して，［重大度変更定義一覧］画面を表示します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［重大度変更定義一覧］画面の［追加］ボタンをクリックして，［重大度変更定義設定」画面を表示します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     重大度を変更するイベントの条件を設定し，［変更後の重大度］で重大度を変更して［OK］をクリックします。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     手順7で追加した重大度変更定義について，［重大度変更定義一覧］画面の［適用］をチェックして有効にします。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     設定を反映するか確認するダイアログボックスが表示されるので［はい］ボタンをクリックします。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　11.1.8　JP1イベントの重大度変更の検討

                  

                  	
                     構築ガイド　4.11　重大度変更機能の設定

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.20　［重大度変更定義一覧］画面

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.21　［重大度変更定義設定］画面

                  

               

            
            
               3.2.2　イベントの重大度が変更されているか確認する

               重大度変更機能で条件を指定したあと，イベントの重大度が変更されてイベント一覧に表示されているかどうか確認します。ここでは，重大度が「緊急」に変更され，イベント一覧に次のように表示されることを確認する手順を説明します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     ［メインメニュー］−［オプション］−［ユーザー環境設定］を選択して表示される［ユーザー環境設定］画面で，次の項目がイベント一覧の表示項目として設定されている。

                     
                        	
                           重大度

                        

                        	
                           重大度（変更前）

                        

                        	
                           重大度変更

                        

                     

                  

                  	
                     「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Warning

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Warning

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     次の図に従ってイベントの重大度を確認します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.22　［ユーザー環境設定］画面

                  

               

            
         
         
            3.3　メンテナンス対象のホストを監視対象から外す場合について

            ホストのメンテナンス中は，サーバの再起動などに伴った，システムの監視に不要なイベントが大量に発行されます。そのため，システムの監視に不要なイベントがイベント一覧に表示され，必要なイベントを確認しにくくなります。

            不要なイベントを表示しないようにするために，メンテナンス対象のホストを監視対象から外しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            ホストAとホストBをメンテナンスしていた場合に，ホストAとホストBで発行されたイベントを監視対象から外すよう設定してみましょう。

            
               	注意事項

               	
                  JP1/IM - Managerを含めたシステム全体をメンテナンスする場合は，上位ホストから下位ホストの順でメンテナンスしてください。下位ホストからメンテナンスした場合，JP1/IM - Managerの停止前と起動後とで，JP1/IM - Viewで参照できるイベントが異なるときがあります。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            項目，フィルター，共通除外条件，特定，ホスト

            
               3.3.1　フィルターの共通除外条件で一時的にホストを監視対象から外す
               

               メンテナンス対象のホストを監視対象から外すには，フィルターの共通除外条件を使用します。共通除外条件は，セントラルコンソールの［共通除外条件設定］画面で設定します。共通除外条件は，アクションの対象となるイベントも監視対象から外すことができます。

               前提条件

               フィルターの共通除外条件を設定するJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている必要があります。

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面で［オプション］メニューから表示される［システム環境設定］画面の［一覧編集］ボタンをクリックして［イベント取得条件一覧］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［イベント取得条件一覧］画面で，共通除外条件群一覧の［追加］ボタンをクリックして［共通除外条件設定］画面を表示します。
                     

                  

                  	
                     次の図に従って共通除外条件を設定します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［共通除外条件設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。

                     ［イベント取得条件一覧］画面が表示されます。

                  

                  	
                     ［イベント取得条件一覧］画面の［OK］ボタンをクリックします。

                     ［システム環境設定］画面が表示されます。

                  

                  	
                     ［全般］ページの［イベント取得条件］の［共通除外条件群一覧］の［適用］欄の中にある適用したい条件をチェックした状態で，［システム環境設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。

                     指定した条件が定義されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.2.6　フィルターの条件定義

                  

                  	
                     導入・設計ガイド　12.10　JP1/IMが監視するシステム全体のメンテナンスの検討

                  

                  	
                     構築ガイド　4.2.4　イベント取得フィルターを設定する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.15　［共通除外条件設定］画面

                  

               

            
            
               3.3.2　監視対象から外したホストのイベントが表示されていないか確認する

               フィルターの共通除外条件で条件を指定したあと，監視対象から外したホストのイベントがイベント一覧に表示されていないかどうか確認します。ここでは，ホストAおよびホストBで発行されたイベントはイベント一覧に表示されないで，ホスト1で発行されたイベントだけがイベント一覧に表示されることを確認する手順を説明します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている。
                     

                  

                  	
                     「2.1.1　IM構成管理でシステムを構築する流れ」に従って基本的な構成のシステムが構築されている。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Warning -m ホストAからコマンドを実行しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホストAからコマンドを実行しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     手順1および手順2を繰り返します。［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostB

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Warning -m ホストBからコマンドを実行しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホストBからコマンドを実行しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストBで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     手順1および手順2を繰り返します。［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Warning -m ホスト1からコマンドを実行しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホスト1からコマンドを実行しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホスト1で重大度が「警告」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     イベント一覧にホストA，およびホストBで発行されたイベントが表示されていないこと，また，ホスト1で発行されたイベントが表示されていることを確認します。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.22.2　［イベント表示項目］ページ

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
         
            3.4　不要なイベントを表示させない場合について

            システムを監視し始めると，あらかじめ共通除外条件で除外したイベント以外に，システムを運用中に必要なくなったイベントが発行されることがあります。

            システム運用中に必要なくなったイベントをイベント一覧に表示しないようにするために，イベントを監視対象から外しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            このマニュアルでは，［イベントコンソール］画面のイベント一覧でイベント（ホストAで発行された重大度が「情報」のイベント）を選択して，不要なイベントを表示させないように設定する手順を説明します。

            [image: [図データ]]キーワード

            フィルター，追加共通除外条件，運用中，拡張

            
               3.4.1　フィルターの追加共通除外条件で不要なイベントを表示させないようにする
               

               不要なイベントを監視対象から外すには，フィルターの追加共通除外条件を使用します。追加共通除外条件は，拡張モードの共通除外条件の場合に使用できます。追加共通除外条件は，セントラルコンソールの［共通除外条件設定(拡張)］画面で設定します。追加共通除外条件で除外条件を設定して，運用中に発生した不要なイベントを一覧に表示させないようにする手順を説明します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     フィルターの追加共通除外条件を設定するJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている。

                  

                  	
                     jbssetcnfコマンド，およびjcochcefmodeコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     JP1/IM - Managerを停止します。

                  

                  	
                     JP1/Baseで使用できる正規表現を拡張するための定義ファイルを任意の名称で作成します。

                     定義ファイルに次の内容を定義します。

                     -----------------------------------------------------

                     [JP1_DEFAULT¥JP1BASE¥]

                     "REGEXP"="EXTENDED"

                     -----------------------------------------------------

                  

                  	
                     次のjbssetcnfコマンドを実行して，設定内容をJP1/Baseの共通定義情報に反映します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Baseパス¥bin¥jbssetcnf" 定義ファイル名

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1base/bin/jbssetcnf 定義ファイル名

                        

                     

                  

                  	
                     JP1/Baseを再起動します。

                  

                  	
                     次のjcochcefmodeコマンドを実行して，共通除外条件の動作モードを切り替えます。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jcochcefmode" -m extended

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jcochcefmode -m extended

                        

                     

                  

                  	
                     JP1/IM - Manager を起動します。

                  

                  	
                     Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［統合ビュー］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                  

                  	
                     JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［イベントコンソール］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［イベントコンソール］画面のイベント一覧に，不要なイベント（ホストAで発行された重大度が「情報」のイベント）が表示されていることを確認します。

                  

                  	
                     ［イベントコンソール］画面のイベント一覧で不要なイベントを選択したあと，［表示］−［共通除外条件で除外］を選択して［共通除外条件設定(拡張)］画面を表示します。
                     

                     ただし，選択したイベントが次のどちらかの条件を満たしていない場合，［共通除外条件設定(拡張)］画面を表示できません。

                     
                        	
                           エージェントホストのイベントDBに登録されている。

                        

                        	
                           JP1/IM - ViewがログインしているマネージャーのイベントDBまたは統合監視DBに登録されている。

                        

                     

                  

                  	
                     次の図に従って不要なイベントを表示させないようにします。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［共通除外条件設定(拡張)］画面の［OK］ボタンをクリックします。

                     設定内容を反映してもよいかを確認するメッセージが表示されます。

                  

                  	
                     ［はい］ボタンをクリックします。

                     追加共通除外条件が設定されたことを示すイベントが発行されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.2.6(1)(c)　追加共通除外条件

                  

                  	
                     運用ガイド　5.1.14　追加共通除外条件を設定して監視しないJP1イベントを除外する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.16　［共通除外条件設定(拡張)］画面

                  

                  	
                     JP1/Base 運用ガイド　使用する正規表現を拡張する手順について書かれた個所

                  

               

            
            
               3.4.2　不要なイベントが表示されていないか確認する

               フィルターの追加共通除外条件で条件を指定したあと，監視対象から外したイベントがイベント一覧に表示されていないかどうか確認しましょう。ここでは，ホストAで発行された重大度が「情報」のイベントは，イベント一覧に表示されないことを確認する手順を説明します。また，ホスト1で発行された重大度が「情報」のイベントは，イベント一覧に表示されることを確認する手順を説明します。

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Information -m ホストAからコマンドを実行しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Information -m ホストAからコマンドを実行しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「情報」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     イベント一覧にホストAで発行された重大度が「情報」のイベントが表示されないことを確認します。

                  

                  	
                     手順2を繰り返します。［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    host1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Information -m ホスト1からコマンドを実行しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Information -m ホスト1からコマンドを実行しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホスト1で重大度が「情報」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     イベント一覧にホスト1で発行された重大度が「情報」のイベントが表示されていることを確認します。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
         
            3.5　イベントが大量に発生しても重要なイベントが埋もれないようにする場合について

            システムを監視していると，何らかの事象を契機として，短時間に大量のイベントが発生することがあります。このような場合，大量に発生したイベントに埋もれて，重要なイベントを見落としてしまうおそれがあります。

            重要なイベントを見落とさないように，大量に発生したイベントを一つのイベントに集約しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            このマニュアルでは，次のイベントが繰り返し発生した場合，すぐに集約して表示できるように［繰り返しイベント条件設定］画面で設定する手順を説明します。

            
               	
                  発生元ホスト名：「ホストA」

               

               	
                  重大度：「警告」

               

               	
                  メッセージ：「ホストBでメモリ不足が発生しました。」

               

               	
                  イベントID：「123」

               

            

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	大量に発生したイベントによる自動アクションを実行しないようにしたいとき

               	
                  大量に発生したイベントが自動アクションの定義として設定されている場合に，自動アクションを実行しないようにしたいときは，［繰り返しイベント条件設定］画面で設定できます。［繰り返しイベント条件設定］画面については，マニュアル「画面リファレンス」の「2.17　［繰り返しイベント条件設定］画面」を参照してください。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            イベント，集約，イベント一覧，フィルター，大量

            
               3.5.1　繰り返しイベント監視抑止機能で大量に発生したイベントを集約する
               

               大量に発生したイベントのうち，ユーザーが指定した条件に一致したイベントのことを繰り返しイベントと呼びます。繰り返しイベントを一つのイベントに集約するには，繰り返しイベント監視抑止機能を使用します。繰り返しイベント監視抑止機能は，セントラルコンソールの［繰り返しイベント条件設定］画面で設定します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従って統合監視DBを設定し，有効になっている。
                     

                  

                  	
                     繰り返しイベントを抑止するJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている。

                  

                  	
                     jcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     次のjcoimdefコマンドを実行して，繰り返しイベント監視抑止機能を有効にします。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -storm ON

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -storm ON

                        

                     

                  

                  	
                     JP1/IM - ManagerおよびJP1/IM - Viewを再起動します。

                  

                  	
                     Windowsスタートメニューから［すべてのプログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［統合ビュー］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                  

                  	
                     JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［イベントコンソール］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［メインメニュー］−［オプション］−［繰り返しイベント条件設定］で［繰り返しイベント条件一覧］画面を表示したあと，［追加］ボタンをクリックして，［繰り返しイベント条件設定］画面を表示します。
                     

                  

                  	
                     次の図に従って繰り返しイベント条件を設定します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［繰り返しイベント条件設定］画面で［OK］ボタンをクリックします。

                  

                  	
                     手順7で追加した繰り返しイベント条件について，［繰り返しイベント条件一覧］画面の［適用］をチェックして有効にします。

                  

                  	
                     ［繰り返しイベント条件一覧］画面で［適用］ボタンをクリックします。

                  

                  	
                     設定を反映するか確認するダイアログボックスが表示されるので［はい］ボタンをクリックします。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.4　繰り返しイベントの表示抑止

                  

                  	
                     運用ガイド　5.1.6　繰り返しイベント条件を設定して大量発生したイベントの監視を抑止する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.17　［繰り返しイベント条件設定］画面

                  

                  	
                     コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                  

               

            
            
               3.5.2　大量に発生したイベントが集約されているか確認する

               繰り返しイベント条件を設定したあと，意図どおりに繰り返しイベントが集約されているかを確認します。ここでは，コマンドを実行して繰り返しイベントが集約されているか確認する手順を説明します。

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -i 123 -e SEVERITY=Warning -m ホストBでメモリ不足が発生しました。

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -i 123 -e SEVERITY=Warning -m ホストBでメモリ不足が発生しました。

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「警告」，メッセージが「ホストBでメモリ不足が発生しました。」，イベントIDが「123」であるイベントが発行されます。

                  

                  	
                     手順2で実行したコマンドをさらに2回から3回程度実行し，重大度が「警告」，メッセージが「ホストBでメモリ不足が発生しました。」，イベントIDが「123」であるイベントをホストAで繰り返し発行します。

                     なお，手順2および手順3は，終了監視期間に設定した時間以内に完了させてください。終了監視期間には，初期値として300秒が設定されています。

                  

                  	
                     ［イベントコンソール］画面のイベント一覧で，手順2〜手順3で発行したイベントが一つのイベントに集約されていることを確認します。

                     集約中のイベントにはイベント一覧の［集約状態］に集約しているイベントの数が表示されます。また，［種別］に繰り返しイベントが集約されていることを示すマークが表示されます。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     集約中のイベントを選択したあと，右クリックして表示されるポップアップメニューから［関連イベント一覧表示］を選択して［関連イベント一覧(集約)］画面を開きます。

                  

                  	
                     ［関連イベント一覧(集約)］画面の［関連イベント一覧］に，ホストAで発行された重大度が「警告」，メッセージが「ホストBでメモリ不足が発生しました。」，イベントIDが「123」であるイベントだけが表示されているか確認します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
      
   
      
         4　システム障害の検知

         
            この章では，複数のイベントを一つのイベントとして表示したり，システム障害の検知に合わせて自動でコマンドを実行したりする方法を説明します。

         

         
            4.1　複数のイベントを一つのイベントとして扱う場合について

            システムを起動したり障害が発生したりした場合に，連動して発行されるイベントがあります。連動して発行されるイベントの順番や組み合わせによっては，イベントに早く対処する必要があります。早く対処するイベントを見極めるために，複数のイベントを一つの障害として扱いましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            このマニュアルでは，相関成立または相関不成立の場合に，次のようなイベントが発行されるように設定する手順を説明します。

            
               	相関成立の場合

               	
                  
                     	
                        相関成立の条件

                        ホストA，ホストBおよびホスト1で重大度が「エラー」のイベントが60秒以内に発行される

                     

                     	
                        発行されるイベント

                        「ホストA，ホストB，ホスト1で障害が発生しているため，運用に支障が出ます。」というメッセージの重大度が「警告」のイベント

                     

                  

               

               	相関不成立の場合

               	
                  
                     	
                        相関不成立の条件

                        相関成立の条件を満たしていない

                     

                     	
                        発行されるイベント

                        「運用は進んでいますが，ホストA，ホストB，ホスト1のどれかで障害が発生しているおそれがあります。」というメッセージの重大度が「情報」のイベント

                     

                  

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            相関イベント，大量，まとめ，集約，イベント，成立，不成立，発行，発行しない

            
               4.1.1　作成する相関イベント発行定義ファイルの記載内容の説明

               「4.1.2　相関イベントでイベントを関連づける」で作成する相関イベント発行定義ファイルの記載内容の詳細を示します。
               

               記載内容の詳細

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              記載内容

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostA

                              CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostB

                              CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==host1

                           
                           	
                              相関イベント発行条件を指定するために，イベント条件を指定します。

                              ホストAで発行されたエラーイベントを条件とするので，次のように指定します。

                              
                                 	
                                    重大度が「エラー」と一致する。

                                    E.SEVERITY==Error

                                 

                                 	
                                    発行元のホストがホストAと一致する。

                                    E.SOURCESERVER==hostA

                                 

                              

                              同様に，ホストBおよびホスト1で発行されたエラーイベントを指定してください。

                           
                        

                        
                           	
                              TYPE=combination

                           
                           	
                              定義した相関イベント発行条件の種類を指定します。ホストA，ホストBおよびホスト1という「組み合わせ」を条件とするので，次のように指定します。

                              
                                 	
                                    TYPE=combination

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              SUCCESS_EVENT=E.SEVERITY:Warning,B.MESSAGE:

                              ホストA，ホストB，ホスト1で障害が発生しているため，運用に支障が出ます。

                           
                           	
                              相関イベント発行条件が成立した場合にどのような相関イベントを発行するか指定します。

                              「ホストA，ホストB，ホスト1で障害が発生しているため，運用に支障が出ます。」というメッセージの重大度が「警告」のイベントを発行したいので，次のように指定します。

                              
                                 	
                                    重大度が「警告」である。

                                    E.SEVERITY:Warning

                                 

                                 	
                                    表示されるメッセージを指定する。

                                    B.MESSAGE:ホストA，ホストB，ホスト1で障害が発生しているため，運用に支障が出ます。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              FAIL_EVENT=E.SEVERITY:Information,B.MESSAGE:

                              運用は進んでいますが，ホストA，ホストB，ホスト1のどれかで障害が発生しているおそれがあります。

                           
                           	
                              相関イベント発行条件が不成立だった場合にどのような相関イベントを発行するか指定します。

                              「運用は進んでいますが，ホストA，ホストB，ホスト1のどれかで障害が発生しているおそれがあります。」というメッセージの重大度が「情報」のイベントを発行したいので，次のように指定します。

                              
                                 	
                                    重大度が「情報」である。

                                    E.SEVERITY:Information

                                 

                                 	
                                    表示されるメッセージを指定する。

                                    B.MESSAGE:運用は進んでいますが，ホストA，ホストB，ホスト1のどれかで障害が発生しているおそれがあります。

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               4.1.2　相関イベントでイベントを関連づける

               複数のイベントを一つの障害として扱うには，相関イベントを使用します。相関イベントは，相関イベント発行定義ファイルで設定します。

               前提条件

               jcoimdefコマンド，およびjcoegschangeコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     次のjcoimdefコマンドを実行して，相関イベント発行機能を有効にする設定に変更します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -egs ON

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -egs ON

                        

                     

                  

                  	
                     次に示す格納先の相関イベント発行定義ファイル（例：teigi1.conf）をテキストエディターで開きます。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：任意のフォルダ

                        

                        	
                           Linuxの場合：任意のディレクトリ

                        

                     

                     相関イベント発行定義ファイルの拡張子は.confとしてください。ファイル名に使用できる文字は，半角英数字とアンダーバー「_」だけです。
                     

                  

                  	
                     次のように記載します。

                     -----------------------------------------------------

                     VERSION=2

                     [error_gradation]

                     CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostA

                     CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostB

                     CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==host1

                     TYPE=combination

                     SUCCESS_EVENT=E.SEVERITY:Warning,B.MESSAGE:ホストA，ホストB，ホスト1で障害が発生しているため，運用に支障が出ます。

                     FAIL_EVENT=E.SEVERITY:Information,B.MESSAGE:運用は進んでいますが，ホストA，ホストB，ホスト1のどれかで障害が発生しているおそれがあります。

                     -----------------------------------------------------

                  

                  	
                     teigi1.confの記載内容を保存します。
                     

                  

                  	
                     マネージャー上でjcoegschangeコマンドを実行して，相関イベント発行定義ファイルの内容を反映します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥bin¥jcoegschange" -f 相関イベント発行定義ファイル名

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1cons/bin/jcoegschange -f 相関イベント発行定義ファイル名

                        

                     

                     相関イベント発行定義ファイル名を，相対パスまたは絶対パス形式で指定します。例えば，Windowsで「teigi1.conf」の格納先が「C:¥jp1im」である場合，相関イベント発行定義ファイル名には絶対パスで「C:¥jp1im¥teigi1.conf」を指定します。
                     

                  

                  	
                     JP1/IM - Managerを再起動します。

                     再起動すると相関イベント発行機能が有効になります。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.3　相関イベントの発行

                  

                  	
                     構築ガイド　4.6　相関イベント発行の設定

                  

                  	
                     運用ガイド　5.1.10　相関イベントを表示および操作する

                  

                  	
                     コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoegschange

                  

                  	
                     コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　相関イベント発行定義ファイル

                  

               

            
            
               4.1.3　相関イベントが発行されているか確認する

               相関イベントで条件を設定したあと，設定したとおりに相関イベントが発行されているかどうか確認します。ここでは，相関イベントを発行して，その［種別］に表示されているマークを確認する手順を説明します。

               前提条件

               ［メインメニュー］−［オプション］−［ユーザー環境設定］を選択して表示される［ユーザー環境設定］画面で，［種別］がイベント一覧の表示項目として設定されている必要があります。

               操作手順

               
                  	
                     ホストAで次のjevsendコマンドを実行して，エラーイベントを発行します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Error

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Error

                        

                     

                     同様に，ホストBおよびホスト1に対してもjevsendコマンドを実行して，エラーイベントを発行してください。
                     

                     60秒以内にホストA，ホストB，およびホスト1のすべてでエラーイベントを発行すると，相関イベントが発行され，イベント一覧の［種別］に次のマークが表示されます。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    種別

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    [image: [図データ]]

                                 
                                 	
                                    相関イベント発行条件が成立した場合に発行される相関イベントであることを示します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

                  	
                     ホストAで次のjevsendコマンドを実行して，エラーイベントを発行し，60秒経過するのを待ちます。
                     

                     60秒以内にホストA以外のホストからエラーイベントが発行されなかったため，相関イベントが発行され，イベント一覧の［種別］に次のマークが表示されます。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    種別

                                 
                                 	
                                    説明

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    [image: [図データ]]

                                 
                                 	
                                    相関イベント発行条件が成立しなかった場合に発行される相関イベントであることを示します。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  

               

               関連項目

               
                  	
                     運用ガイド　5.1.10　相関イベントを表示および操作する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.22　［ユーザー環境設定］画面

                  

               

            
         
         
            4.2　特定のイベントが発行されたら自動でコマンドを実行する場合について

            イベントが発行されると，システム管理者がコマンドを実行してイベントに対処する場合があります。システム管理者が，いつも特定のイベントに対して特定のコマンドを実行していては，負担が掛かります。負担を軽減させるために，特定のイベントが発行されたら自動でコマンドを実行するよう設定しましょう。

            [image: [図データ]]
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            このマニュアルでは，重大度が「エラー」のイベントが発行された場合，Windowsマシンの管理サーバに対して「C:¥jp1im」に格納してあるエラーの対策バッチファイル（errortaisaku.bat）を実行するように設定する手順を説明します。エラーの対策バッチファイルは，事前に用意してください。
            

            Linuxの場合，実行アプリケーションの格納先，およびファイル名を読み替えて同じ手順で設定してください。

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	障害が発生したことをメールで送信したいとき

               	
                  JP1/Integrated Management - TELstaffと連携する，またはJP1/IM - Managerのメール通知機能を使用すると，障害が発生した場合にメールを送信するように，自動アクション機能で設定できます。

                  詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - TELstaff JP1/Integrated Management - TELstaff Alarm View 構築・運用ガイド」，および「付録A.1(2)　メール通知機能をセットアップする（Windows限定）」を参照してください。Linuxについては，sendmailコマンドを使用してメールを送信するように設定してください。
                  

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            自動アクション，コマンド，自動アクションサービス，メール，通知

            
               4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する

               自動でコマンドを実行するには，自動アクション機能を使用します。自動アクションの定義は，［アクション詳細設定］画面で設定します。自動アクションの定義とは，自動アクションを実行する条件の内容です。自動アクションの定義は，変数を使用してイベントに含まれる情報を指定することもできます。

               前提条件

               自動アクションを定義するJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている必要があります。

               操作手順

               
                  	
                     ［メインメニュー］−［オプション］−［自動アクション設定］を選択して，［アクション設定］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［アクション設定］画面で［追加］または［編集］をクリックして［アクション詳細設定］画面を表示します。
                     

                  

                  	
                     次の図に従って自動アクションを定義します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［アクション詳細設定］画面の［OK］ボタンをクリックして，［アクション設定］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［アクション設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。

                     設定内容が更新されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.31.1　［アクション詳細設定］画面

                  

               

            
            
               4.2.2　自動アクションに設定したコマンドが実行されたか確認する

               自動アクションを設定したあと，設定したとおりにコマンドが実行されているかどうか確認します。ここでは，重大度が「エラー」のイベントが発行されたのを契機に，Windowsマシンの管理サーバに対して対策バッチファイル（errortaisaku.bat）を実行するような自動アクションが実行されていることを確認します。
               

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Error

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Error

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

                     自動アクションの対象となるイベントの場合，イベント一覧の［アクション］に実行の対象となったマーク（[image: [図データ]]）が表示されます。
                     

                  

                  	
                     手順2で発行したイベントを［イベントコンソール］画面で選択し，［表示］−［自動アクション実行結果表示］を選択して，［アクション結果］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［アクション結果］画面の［実行結果一覧］に表示されているアクションの［状態］列が「終了」になっていることを確認します。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.34　［アクション結果］画面

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
         
            4.3　一度実行したアクションを一定の期間だけ実行させない場合について

            自動アクションを設定したイベントは，自動でアクションが実行されるため，システム管理者の負担を軽減できます。しかし，自動アクションを設定したイベントが短期間で大量に発行された場合，何度もアクションを実行してしまいます。不要なアクション実行を防ぐために，一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにしましょう。
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            このマニュアルでは，「4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する」で指定した自動アクションを，10分（600秒）間実行しないように設定する手順を説明します。
            

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	繰り返しイベント条件に一致するイベントに定義された自動アクションを実行しないようにしたいとき

               	
                  繰り返しイベント条件に一致するイベントに定義された自動アクションを実行しないようにしたいときは，［繰り返しイベント条件設定］画面で設定できます。［繰り返しイベント条件設定］画面については，マニュアル「画面リファレンス」の「2.17　［繰り返しイベント条件設定］画面」を参照してください。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            自動アクション，発行，大量，時間，抑止

            
               4.3.1　自動アクションの抑止でアクションを実行しないようにする

               一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにするためには，自動アクションの抑止を使用します。自動アクションの抑止は，［アクション詳細設定］画面で設定します。

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する」の手順に従って自動アクションが定義されている。
                     

                  

                  	
                     自動アクションを定義するJP1ユーザーにJP1_Console_Admin権限が与えられている。

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     ［アクション設定］画面の［設定一覧］から「4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する」で指定した自動アクションを選択し，［編集］ボタンをクリックして［アクション詳細設定］画面を表示します。
                     

                  

                  	
                     ［アクション詳細設定］画面の［実行監視］タブを選択し，次の図のとおり設定します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［アクション詳細設定］画面の［OK］ボタンをクリックして，［アクション設定］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［アクション設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。

                     設定内容が更新されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　5.4.4　同一アクションの抑止

                  

                  	
                     構築ガイド　4.5.4　自動アクションの実行抑止の設定

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.31.1　［アクション詳細設定］画面

                  

               

            
            
               4.3.2　同じアクションが何度も実行されていないか確認する

               自動アクションの抑止を設定したあと，同じアクションが何度も実行されていないかどうか確認する手順を説明します。

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」の手順に従ってOSのユーザーマッピングが設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     ［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Error

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Error

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     手順2を繰り返します。

                     ホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     10分経ったら，もう一度手順2を繰り返します。

                     ホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

                     自動アクションが抑止された場合，イベント一覧の［アクション］に自動アクションが抑止されたマーク（[image: [図データ]]）が表示されます。
                     

                  

                  	
                     イベント一覧の［アクション］に次のように表示されていることを確認してください。

                     
                        	
                           1回目のコマンド実行

                           実行の対象となったマークが表示される（[image: [図データ]]）
                           

                        

                        	
                           2回目のコマンド実行

                           自動アクションが抑止されたマークが表示される（[image: [図データ]]）
                           

                        

                        	
                           3回目のコマンド実行

                           抑止時間に設定している10分を過ぎているので，実行の対象となったマークが表示される（[image: [図データ]]）
                           

                        

                     

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
      
   
      
         5　システム障害の調査・対策

         
            この章では，システム障害調査のために過去に発行されたイベントを表示したり，障害の対策方法をあらかじめ登録しておいて表示したりする方法を説明します。

         

         
            5.1　過去に発行されたイベントの状況を確認する場合について

            長い期間システムを監視していると，過去に発行された障害のあるイベントと同じイベントが発行される場合があります。そのイベントに対して，過去にどのような対処をしていたのか確認したくても，すでにイベント一覧に表示されていないことがあります。

            イベント一覧に表示されなくなったイベントを表示して，過去に発行されたイベントの状況を確認しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            表示開始位置指定機能は，［イベントコンソール］画面の［イベント監視］ページおよび［重要イベント］ページで使用できます。また，スライダーを使用して，過去に発行されたイベントを表示することもできます。

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	イベントにメモを設定したいとき

               	
                  メモの設定を使用すると，イベントの調査状況をメモに残すことができます。メモの設定については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「3.10　メモ情報の設定機能」を参照してください。

               

               	スライダーの位置が戻ってしまうとき

               	
                  自動スクロール機能が有効の場合，新しいイベントが登録されるとスライダーの位置が最新状態の位置に戻ります。スライダーの位置を戻したくない場合は，自動スクロール機能を無効にしてください。自動スクロール機能の設定については，マニュアル「画面リファレンス」の「2.1　［イベントコンソール］画面の概要」を参照してください。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            イベント，検索，表示時間，［イベント監視］ページ，表示開始位置指定機能，過去

            
               5.1.1　表示開始位置指定機能で表示時刻を指定してイベントを表示する

               ［イベントコンソール］画面の［イベント監視］ページに表示されなくなったイベントを表示するには，表示開始位置指定機能を使用します。ここでは，［イベント監視］ページに表示されている中で一番古いイベントが2014年04月01日10時00分00に発行されている場合に，それよりも古いイベントを［イベント監視］ページに表示する手順について説明します。

               前提条件

               「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従って統合監視DBを設定し，有効になっている必要があります※。
               

               注※　イベントを取得した時点から統合監視DBが設定されている必要があります。

               操作手順

               
                  	
                     次の図に従って，［イベント監視］ページに表示されている中でいちばん古いイベントの到着時刻よりも前の時刻を，イベントの表示開始位置に指定します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     表示開始位置を指定する領域で［表示］ボタンをクリックします。

                     指定した時刻以降に発行されたイベントがイベント一覧に表示されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     運用ガイド　5.1.13　時刻を指定してイベントを表示する

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.2　［イベント監視］ページ

                  

               

            
            
               5.1.2　指定した表示時刻からイベントが表示されているか確認する

               表示開始位置を指定する領域で時刻を指定したあと，イベント一覧に指定した表示時刻からイベントが表示されているかどうか確認します。このマニュアルでは，「5.1.1　表示開始位置指定機能で表示時刻を指定してイベントを表示する」の手順に従って表示時刻を指定した場合について説明します。
               

               前提条件

               「5.1.1　表示開始位置指定機能で表示時刻を指定してイベントを表示する」の手順に従って表示時刻を指定している必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     指定した時刻以降に発行されたイベントがイベント一覧に表示されていることを確認します。

                  

               

            
         
         
            5.2　イベントを検索する場合について

            障害を調査する場合，イベント一覧に表示されたイベント以外に，障害に関係するイベントが発行されているかどうかイベントを確認する必要があります。しかし，障害の調査の段階では，すでにイベント一覧からイベントが消去されている場合があります。

            イベントの条件を指定して，イベント一覧から消去されたイベントを検索しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]キーワード

            イベント検索，検索，調査

            
               5.2.1　イベント検索で条件を指定してイベントを検索する

               イベントを検索するには，イベント検索を使用します。イベント検索の条件は，［イベント検索条件設定］画面で設定します。

               前提条件

               
                  	JP1/BaseのイベントDBに登録されているイベントを検索したい場合：

                  	
                     前提条件はありません。

                  

                  	統合監視DBに登録されているイベントを検索したい場合：

                  	
                     「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従って統合監視DBを設定し，有効になっている必要があります。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベント検索］ページの［イベント検索］ボタンをクリックして［イベント検索条件設定］画面を表示します。
                     

                  

                  	
                     次の図に従って重大度が「警告」のイベントを検索します。

                     [image: [図データ]]

                  

                  	
                     ［イベント検索条件設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。

                     指定した条件のイベントが［イベント検索］ページに表示されます。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.6　イベント検索

                  

                  	
                     運用ガイド　5.5.1　検索の方法

                  

               

            
            
               5.2.2　イベントが検索できたか確認する

               イベント検索で条件を指定したあと，［イベント検索］ページに検索したいイベントが表示されているかどうか確認します。このマニュアルでは，「5.2.1　イベント検索で条件を指定してイベントを検索する」の手順に従ってイベントを検索した場合について説明します。
               

               操作手順

               
                  	
                     重大度が「警告」のイベントが表示されていることを確認してください。

                  

               

            
         
         
            5.3　既知の障害への対処方法をイベントガイド情報としてイベントに設定する場合について

            システムに障害が発生した場合，システム管理者は，対策方法に合わせて障害を対処します。しかし，システム管理者がすべての対策方法を管理するのは困難です。システム管理者の管理作業の負担を軽減するために，イベントの対策方法を事前に登録して表示しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	対処方法を明確にしたいとき

               	
                  JP1/Integrated Management - Navigation Platformと連携していると，業務の流れをフローチャート形式で表示できます。また，フローチャートの各ステップに必要な作業を順番にガイド表示できます。業務の流れと操作手順を可視化することで，対処方法を明確にできます。

                  詳細については，JP1/Integrated Management - Navigation Platformのマニュアル，またはマニュアル「導入・設計ガイド」の「8.2　JP1/IM - Navigation Platformとの連携」を参照してください。

               

               	イベントに関連したアプリケーションを起動したいとき

               	
                  イベントを選択して，その表示内容に関連するアプリケーションの画面を起動できます。設定手順については，マニュアル「構築ガイド」の「4.14　連携製品のモニター起動の設定」を参照してください。

               

               	障害対処を明確にしたいとき

               	
                  JP1/Integrated Management - Service Supportと連携していると，イベントごとに障害対処の担当者，作業期限・優先度などをあらかじめ設定できます。解決までのプロセスを可視化し，「誰が」，「いつまでに」，「なにをするか」を明確にできます。

                  詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Service Support 構築・運用ガイド」を参照してください。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            対策方法，イベント，イベントガイド，障害，イベントガイド情報

            
               5.3.1　作成するイベントガイド情報ファイルの記載内容の説明

               「5.3.2　イベントガイド機能で対策方法を登録する」で作成するイベントガイド情報ファイルの記載内容の詳細を示します。
               

               記載内容の詳細

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              記載内容

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              EV_COMP=E.SEVERITY:Error

                              EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA

                           
                           	
                              イベントを比較するために，比較条件を指定します。

                              次のように指定します。

                              
                                 	
                                    重大度が「エラー」である。

                                    EV_COMP=E.SEVERITY:Error

                                 

                                 	
                                    イベントの発行元がホストAである。

                                    EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              EV_GUIDE=詳細情報¥nエラーコードを記録して，営業部のxxx課長へ連絡してください。¥n連絡先は内線zz-zzzです。

                           
                           	
                              イベントガイドに表示したいメッセージを指定します。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               5.3.2　イベントガイド機能で対策方法を登録する

               イベントの対策方法を事前に登録して表示するには，イベントガイド機能を使用します。イベントガイド機能を使用するためには，jco_guide.txtというファイル名でイベントガイド情報ファイルを作成します。
               

               前提条件

               前提条件はありません。

               操作手順

               
                  	
                     営業部のホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行された場合の対処を表示するようにイベントガイド情報ファイルを編集します。

                     jco_guide.txtに次のように記載します。
                     

                     -----------------------------------------------------

                     DESC_VERSION=1

                     [EV_GUIDE_1]

                     #ホストAでエラーが発生したときの連絡先

                     EV_COMP=E.SEVERITY:Error

                     EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA

                     EV_GUIDE=詳細情報¥nエラーコードを記録して，営業部のxxx課長へ連絡してください。¥n連絡先は内線zz-zzzです。

                     [END]

                     -----------------------------------------------------

                  

                  	
                     作成したイベントガイド情報ファイルを，次に示す格納先に保存します。

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Consoleパス¥conf¥guide¥"

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /etc/opt/jp1cons/conf/guide/

                        

                     

                  

                  	
                     JP1/IM - Managerを再起動して，定義した内容を反映します。

                  

                  	
                     JP1/IM - Viewを再起動します。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     構築ガイド　4.8.1　イベントガイド情報の編集の手順

                  

                  	
                     コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　イベントガイド情報ファイル（jco_guide.txt）
                     

                  

               

            
            
               5.3.3　対策方法が登録されたか確認する

               イベントガイド機能でイベントガイド情報を設定したあと，設定したイベントの対策方法が登録されているかどうか確認する手順を説明します。

               前提条件

               「5.3.2　イベントガイド機能で対策方法を登録する」の手順に従ってイベントガイド機能が設定されている必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ホストAで次のjevsendコマンドを実行して，エラーイベントを発行します。
                     

                     
                        	
                           Windowsの場合：

                           "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Error

                        

                        	
                           Linuxの場合：

                           /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Error

                        

                     

                  

                  	
                     発行されたイベントをイベント一覧で選択し，［イベントコンソール］画面の［表示］−［イベント詳細表示］を選択します。

                     表示されているイベントに対応したイベントガイド情報が［イベント詳細］画面に表示されます。

                  

                  	
                     この例では，次のように表示されていることを確認します。

                     [image: [図データ]]

                  

               

            
         
      
   
      
         付録

         
            付録A　メール通知機能を使用するための設定について（Windows限定）

            JP1/IM - Managerだけでメールを送信したい場合は，JP1/IM - Managerのメール通知機能を使用します。JP1/IM - Managerのメール通知機能を使用するためには，メール環境定義ファイルを設定する必要があります。

            JP1/IM - Managerのメール環境定義ファイルを設定して，メールを送信できるようにしましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            
               付録A.1　メール通知機能の設定（Windows限定）

               メール通知機能とは，JP1/IM - Managerが提供している機能の一つで，JP1/IM - Managerのjimmailコマンドを使用してメールを送信する機能です。このマニュアルでは，メール通知機能を使用してメールを送信するための設定の手順を説明します。
               

               
                  (1)　作成するメール環境定義ファイルの記載内容の説明

                  「付録A.1(2)　メール通知機能をセットアップする（Windows限定）」で作成する，メール環境定義ファイルの記載内容の詳細を示します。
                  

                  メール環境定義ファイルの記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 記載内容

                              
                              	
                                 設定項目

                              
                              	
                                 説明

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 From=jp1_xxx@yyy.jp

                              
                              	
                                 送信元メールアドレス

                              
                              	
                                 送信元のメールアドレスを1〜256バイトの範囲で1件だけ指定します。

                                 使用できる文字は以下のとおりです。

                                 
                                    	
                                       0-9，a-z（半角英数字）

                                    

                                    	
                                       @（アットマーク）
                                       

                                    

                                    	
                                       .（ピリオド）
                                       

                                    

                                    	
                                       -（ハイフン）
                                       

                                    

                                    	
                                       _（アンダーバー）
                                       

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 SmtpServer=SMTPサーバのホスト名またはIPアドレス

                              
                              	
                                 SMTPサーバのホスト名またはIPアドレス

                              
                              	
                                 メール送信時に接続するSMTPサーバのホスト名またはIPアドレスを指定します。IPアドレスはIPv4だけに対応します。SMTPサーバは複数指定できません。

                              
                           

                           
                              	
                                 AuthMethod=SMTP

                              
                              	
                                 メール送信時の認証方式

                              
                              	
                                 メール送信時にするメールサーバとの認証処理の方式を指定します。

                                 
                                    	
                                       NONE：認証なし
                                       

                                    

                                    	
                                       POP：POP before SMTP認証
                                       

                                    

                                    	
                                       SMTP：SMTP-AUTH認証（LOGIN/PLAIN）
                                       

                                    

                                 

                                 初期値はNONEです。
                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 AuthUser=認証アカウント名

                              
                              	
                                 POP before SMTP認証またはSMTP-AUTH認証で使用する認証アカウント名

                              
                              	
                                 POP before SMTP認証またはSMTP-AUTH認証で使用する認証アカウント名を指定します。

                                 認証アカウント名は，1〜255 バイトの半角文字で指定します。

                                 初期値は空文字（""）です。
                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　メール通知機能をセットアップする（Windows限定）

                  メール通知機能の設定をカスタマイズするためには，メール環境定義ファイルを設定する必要があります。このマニュアルでは，メールサーバにSMTP-AUTH認証で接続する場合に必要な設定手順を説明します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        SMTP-AUTH認証をサポートするメールサーバが事前に用意されている。

                     

                     	
                        メールサーバのIPアドレスがIPv4である。

                     

                     	
                        jimmailpasswdコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        メール環境定義ファイルをテキストエディターで開きます。

                        Consoleパス¥conf¥mail¥jimmail.conf

                     

                     	
                        メール環境定義ファイルの次に示す項目を設定します。

                        
                           	
                              From

                              From=jp1_xxx@yyy.jp

                           

                           	
                              SmtpServer

                              SmtpServer=SMTPサーバのホスト名またはIPアドレス

                           

                           	
                              AuthMethod

                              AuthMethod=SMTP

                           

                           	
                              AuthUser

                              AuthUser=認証アカウント名

                           

                        

                     

                     	
                        次のjimmailpasswdコマンドを実行して認証パスワードを設定します。
                        

                        "Consoleパス¥bin¥jimmailpasswd" -p 新しい認証パスワード

                     

                     	
                        通信環境を設定します。

                        
                           	
                              メールサーバホストの名前解決

                              SMTPサーバ名およびPOP3サーバ名の名前解決ができるように，jp1hostsファイル，jp1hosts2ファイル，hostsファイル，およびDNSを設定します。
                              

                           

                           	
                              ファイアウォールの設定

                              jimmailコマンドとメールサーバがSMTP/POP3通信するために，ファイアウォールの通過設定をします。
                              

                           

                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　メール環境定義ファイル（jimmail.conf）
                        

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jimmail（Windows限定）
                        

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jimmailpasswd（Windows限定）
                        

                     

                     	
                        構築ガイド　3.1　ホストの登録

                     

                     	
                        構築ガイド　7.3.1　ファイアウォールの基礎知識

                     

                  

               
            
            
               付録A.2　メール通知機能が正しく設定できているか確認する（Windows限定）

               メール通知機能が正しく設定できているか確認する方法を説明します。ここでは，「付録A.1(2)　メール通知機能をセットアップする（Windows限定）」に従ってメール環境定義ファイルを設定したあと，JP1/IM - Managerからjimmailコマンドを実行して送信したメールが，宛先のメールに届いているかを確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               次の条件を満たす必要があります。

               
                  	
                     「付録A.1(2)　メール通知機能をセットアップする（Windows限定）」の手順に従ってメール通知機能の設定ができている。
                     

                  

                  	
                     メール受信端末が，jimmailコマンドの宛先に指定するメールアドレスを受信できる。
                     

                  

                  	
                     jimmailコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限を所有している。
                     

                  

               

               操作手順

               
                  	
                     jimmailコマンドを実行します。
                     

                     user@hitachi.com宛てにメールを送信する例を次に示します。
                     

                     "Consoleパス¥bin¥jimmail" -to user@hitachi.com -s IMTestMail -b IMTestMail

                  

                  	
                     宛先に指定したアドレスにメールが届いたか確認します。

                     メール受信端末で，user@hitachi.com宛てのメールが届いていることを確認します。
                     

                  

               

            
            
               付録A.3　メール通知機能を使用する場合の自動アクションの定義例

               自動アクションを定義する際，実行するアクションにjimmailコマンドを指定することで，自動アクションを実行する契機となったイベントの属性値を利用したメールを送信できます。実行するアクションにjimmailコマンドを指定する場合の，自動アクションの定義例を示します。自動アクションを定義する手順については，「4.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行する」を参照してください。
               

               実行するアクションにjimmailコマンドを指定する場合の自動アクションの定義例

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              設定する項目

                           
                           	
                              設定内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              イベントID

                           
                           	
                              ［すべて］を選択する。

                           
                        

                        
                           	
                              イベント条件

                           
                           	
                              重大度がエラーと一致する。

                           
                        

                        
                           	
                              実行ユーザー名

                           
                           	
                              jp1admin

                           
                        

                        
                           	
                              実行ホスト名

                           
                           	
                              kanri

                           
                        

                        
                           	
                              アクション

                           
                           	
                              jimmail.exe -to user@hitachi.com -s "[重大度:$EVSEV] 障害発生通知" -b "監視対象ホストで障害が発生しました。¥n---¥nイベントDB内通し番号=$EVSEQNO¥nイベント発生日時=$EVDATE $EVTIME¥nイベントID=$EVIDBASE¥n重大度=$EVSEV¥nプロダクト名=$EV"PRODUCT_NAME"¥nメッセージ=$EVMSG¥n---¥nFrom:IM-Mホスト($ACTHOST)"

                           
                        

                     
                  

               
               上の表のとおり自動アクションを設定した場合に送信されるメールの例を次に示します。

               
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              項目

                           
                           	
                              内容

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              送信元（From）

                           
                           	
                              jp1_xxx@yyy.jp

                           
                        

                        
                           	
                              送信先（To）

                           
                           	
                              user@hitachi.com

                           
                        

                        
                           	
                              メールの主題

                           
                           	
                              [重大度:Error]障害発生通知

                           
                        

                        
                           	
                              メールの本文

                           
                           	
                              監視対象ホストで障害が発生しました。

                              ---

                              イベントDB内通し番号=1234567

                              イベント発生日時=2014/01/01 10:00:00

                              イベントID=000A

                              重大度=Error

                              プロダクト名=/HITACHI/XXXXX/JP1

                              メッセージ=監視対象ホストでシステムエラーが発生しました

                              ---

                              From:IM-Mホスト(kanri)

                           
                        

                     
                  

               
               なお，実際に自動アクションを定義する際は，大量の自動アクションが実行されることによってシステムに負荷がかからないように，イベント条件の設定内容や自動アクションの実行抑止について検討してください。

               関連項目

               
                  	
                     導入・設計ガイド　3.16.5　コマンド実行時のイベント情報引き継ぎ

                  

               

            
         
         
            付録B　ビジュアル監視でシステム障害の影響範囲を把握する場合について

            監視対象のホストを階層構成で表示したり，設置場所で表示したりすることで，システムで発行されたイベントの影響範囲が視覚的に把握できます。イベントの影響範囲を視覚的に把握するために，システムをビジュアルに監視しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]
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               付録B.1　ビジュアル監視を設定する流れ

               システムをビジュアルに監視するためには，セントラルスコープを使用します。セントラルスコープでは，システムで発行されるイベントを論理視点で捉え，システムをビジュアルに監視できます。
               

               セントラルスコープは，次の流れで設定します。

               
                  	
                     セントラルスコープをセットアップする

                  

                  	
                     ツリー形式でビジュアル監視するためにセントラルスコープを設定する

                  

                  	
                     監視ノードの属性を設定する

                  

                  	
                     マップ形式でビジュアル監視するためにセントラルスコープを設定する

                  

               

               このマニュアルでは，「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本のシステム構成をセントラルスコープで監視できるように設定し，重大度が「警告」のイベントをホストAから受信したら監視ノードの状態が変わるように設定する手順を説明します。また，ツリー形式とマップ形式の設定方法をそれぞれ説明します。
               

               
                  (1)　セントラルスコープをセットアップする

                  JP1/IM - Managerを新規インストールした場合，セントラルスコープの機能は無効になっています。セントラルスコープの機能を使用するためのセットアップ手順を説明します。この操作は，マネージャーに対して実行します。

                  前提条件

                  jcsdbsetupコマンド，jcoimdefコマンド，およびjco_spmd_statusコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している必要があります。
                  

                  操作手順

                  
                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを停止します。

                     

                     	
                        次のjcsdbsetupコマンドを実行してセントラルスコープのデータベースを作成します。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合

                              "Scopeパス¥bin¥jcsdbsetup"

                           

                           	
                              Linuxの場合

                              /opt/jp1scope/bin/jcsdbsetup

                           

                        

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行してセントラルスコープサービス（jcsmain）を有効にします。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合

                              "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -s ON

                           

                           	
                              Linuxの場合

                              /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -s ON

                           

                        

                     

                     	
                        JP1/IM-Managerサービスを起動します。

                     

                     	
                        次のjco_spmd_statusコマンドを実行してセントラルスコープサービスが稼働しているか確認します。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合

                              "Consoleパス¥bin¥jco_spmd_status"

                           

                           	
                              Linuxの場合

                              /opt/jp1cons/bin/jco_spmd_status

                           

                        

                        稼働中のプロセスにjcsmainが表示されていることを確認してください。
                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcsdbsetup

                     

                  

               
               
                  (2)　ツリー形式でビジュアル監視するためにセントラルスコープを設定する

                  システムの階層構成をビジュアル監視するためには，セントラルスコープの［監視ツリー］画面に監視ノードを追加します。［監視ツリー］画面に監視ノードを追加する手順を説明します。

                  前提条件

                  操作を実施するJP1ユーザーが次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        JP1権限レベル「JP1_Console_Admin」が割り当てられている。

                     

                     	
                        JP1資源グループ「JP1_Console」が割り当てられている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューの［プログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［監視ツリー編集］を選択して，［監視ツリー(編集中)］画面を表示します。

                        なお，［監視ツリー(編集中)］画面はセントラルスコープにログインしたあと，［監視ツリー］画面からも表示できます。

                     

                     	
                        ［監視ツリー(編集中)］画面の［編集］−［新規監視ノード作成］を選択して，［新規監視ノード作成］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って，監視ノードを追加します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［監視ツリー(編集中)］画面の［ファイル］−［サーバのツリーを更新］を選択して，編集したツリーを［監視ツリー］画面に反映します。

                        ログイン画面が表示された場合は，認証サーバに登録したJP1ユーザー名，およびパスワードを入力してください。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        構築ガイド　5.3.1　監視ツリーの編集画面の起動

                     

                     	
                        構築ガイド　5.3.3　監視ツリーの自動生成

                     

                     	
                        運用ガイド　4.1　JP1/IM - Managerにログインする

                     

                     	
                        画面リファレンス　1.2　［ログイン］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.1　［監視ツリー］画面の概要

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.15　［監視ツリー(編集中)］画面

                     

                  

               
               
                  (3)　監視ノードの属性を設定する

                  監視ノードの属性を設定すると，監視ノードで使用するマークを変更したりイベントを受信したとき監視ノードの状態を変更したりできます。ここでは「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示したホストAに対して監視ノードの属性を設定する手順を説明します。
                  

                  前提条件

                  ［監視ツリー］画面に監視ノードが存在する必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        ［監視ツリー］画面でホストAを選択します。

                     

                     	
                        右クリックして表示されるポップアップメニューから［プロパティ］を選択して，［プロパティ］画面を表示します。

                     

                     	
                        ［状態変更条件］−［追加］ボタンをクリックして，［状態変更条件設定］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って，［状態変更条件設定］画面，および［共通条件詳細設定］画面に必要事項を入力します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［共通条件詳細設定］画面で［OK］ボタンをクリックします。

                     

                     	
                        ［共通条件設定］画面で［閉じる］ボタンをクリックします。

                     

                     	
                        ［状態変更条件設定］画面で［共通条件］−［条件］のリストボックスから手順4で追加した共通条件名を選択します。

                     

                     	
                        ［状態変更条件設定］画面で［OK］ボタンをクリックします。

                     

                     	
                        ［プロパティ］画面で［適用］ボタンをクリックします。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        画面リファレンス　3.9　［プロパティ］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.12　［状態変更条件設定］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.13　［共通条件設定］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.14　［共通条件詳細設定］画面

                     

                  

               
               
                  (4)　マップ形式でビジュアル監視するためにセントラルスコープを設定する

                  マップ形式で表示するためには，［ビジュアル監視］画面を作成します。［ビジュアル監視(編集中)］画面から［ビジュアル監視］画面を作成する手順を説明します。

                  前提条件

                  ［監視ツリー］画面に監視ノードが存在する必要があります。

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューの［プログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［監視ツリー編集］を選択して，［監視ツリー(編集中)］画面を表示します。

                     

                     	
                        ［監視ツリー(編集中)］画面のメニューバーから［ファイル］−［サーバからツリーを取得］を選択して，［監視ツリー］画面の内容を［監視ツリー(編集中)］画面に反映します。

                     

                     	
                        ［監視ツリー(編集中)］画面のメニューバーから［編集］−［新規ビジュアル監視画面作成］を選択して，［ビジュアル監視(編集中)］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って，［ビジュアル監視］画面を作成します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        [image: [図データ]]［サーバのビジュアル監視データを更新］ボタンをクリックして，［ビジュアル監視］画面の作成内容をマネージャーに反映します。
                        

                        ログイン画面が表示された場合は，認証サーバに登録したJP1ユーザー名，およびパスワードを入力してください。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        画面リファレンス　3.4　［ビジュアル監視（編集中）］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　3.5　［ビジュアル監視］画面（監視用）

                     

                     	
                        構築ガイド　5.4.1　［ビジュアル監視］画面の編集画面の起動

                     

                     	
                        構築ガイド　5.4.3　［ビジュアル監視］画面のカスタマイズ

                     

                  

               
            
            
               付録B.2　イベントの影響範囲をマップ形式やツリー形式で監視できるか確認する

               セントラルスコープを設定したあと，システムどおりにマップ形式やツリー形式でイベントを監視できるか確認する手順を説明します。ここでは「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示したホストAでイベントを発行して確認する手順を説明します。
               

               前提条件

               「2.2.1　ユーザーマッピングでJP1ユーザーとOSユーザーを対応づける」に従って，OSのユーザーマッピングが完了している必要があります。
               

               操作手順

               
                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［コマンド実行］ボタンをクリックして，［コマンド実行］画面を表示します。

                  

                  	
                     「2.2.2　コマンドを実行できるか確認する」の手順に従い，［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。
                     

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Warning -m 警告イベントの発行

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Warning -m 警告イベントの発行

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     ［監視ツリー］画面および［ビジュアル監視］画面を確認します。

                     監視ノードのうち，障害が起こった監視ノードおよびその監視ノードを含む監視グループが自動的に障害状態に変化します。

                     [image: [図データ]]

                     この例の場合，重大度が「警告」のイベントが発行されたときには，ホストAおよびホストAを含む監視グループが黄色になっていることを確認してください。

                  

                  	
                     手順2を繰り返します。［コマンド実行］画面の項目を次のように設定し，［実行］ボタンをクリックします。

                     
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目

                                 
                                 	
                                    設定

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    コマンド種別

                                 
                                 	
                                    ［管理対象ホストのコマンド］を選択する。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    引き継ぎ情報

                                 
                                 	
                                    ［情報を引き継ぐ］のチェックを外す。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行ホスト名

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    hostA

                                 
                              

                              
                                 	
                                    実行コマンド

                                 
                                 	
                                    次の内容を入力する。

                                    
                                       	
                                          Windowsの場合：

                                          "Baseパス¥bin¥jevsend" -e SEVERITY=Error -m エラーイベントの発行

                                       

                                       	
                                          Linuxの場合：

                                          /opt/jp1base/bin/jevsend -e SEVERITY=Error -m エラーイベントの発行

                                       

                                    

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ホストAで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

                  

                  	
                     ［監視ツリー］画面および［ビジュアル監視］画面を確認します。

                     この例の場合，重大度が「エラー」のイベントが発行されたときには，ホストAおよびホストAを含む監視グループが変化しないことを確認してください。

                  

               

               関連項目

               
                  	
                     画面リファレンス　2.1　［イベントコンソール］画面の概要

                  

                  	
                     画面リファレンス　2.38　［コマンド実行］画面

                  

               

            
         
         
            付録C　業務グループごとにシステムを監視する場合について

            業務システムごとにグループを設けると，ユーザーがJP1/IMで参照・操作できる範囲を，グループ単位で制限できます。例えば，システム管理者はすべての業務システムを監視・操作できたり，営業部のユーザーAさんは，営業部の業務システムだけを監視できたりします。業務システムごとにグループを設けて監視しましょう。

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]

            [image: [図データ]]便利メモ

            
               	イベントをビジュアルに監視したいとき

               	
                  業務グループの監視は，セントラルスコープの［監視ツリー］画面でも利用できます。設定手順については，マニュアル「構築ガイド」の「3.4.4(2)　セントラルスコープの監視ツリーに業務グループ情報および監視グループ情報を反映する」を参照してください。

               

            

            [image: [図データ]]キーワード

            業務グループ，監視グループ，独立した監視，JP1ユーザー，JP1資源グループ，JP1権限レベル，参照・操作制限，マルチテナント

            
               付録C.1　業務グループを設定する流れ

               業務システムごとにグループを設けるには業務グループを設定します。業務グループとは，監視対象の複数のホストを，ある目的ごとにIM構成管理でグルーピングした単位のことです。業務グループは次の流れで設定します。
               

               
                  	
                     JP1ユーザーへの業務グループ用のJP1資源グループ名およびJP1権限レベルの設定

                  

                  	
                     業務グループの参照・操作制限の設定

                  

                  	
                     業務グループの作成

                  

                  	
                     ホストの登録

                  

               

               このマニュアルでは「1.2.1　基本的な構成のシステムとは」で示した基本のシステム構成を，次の図のように変更したシステムに対して，業務システムごとに業務グループを設定する手順を説明します。
               

               [image: [図データ]]

               また，すでにIM構成管理でシステムの階層構成が上図のとおりに設定されているものとします。

               
                  (1)　作成するユーザー権限レベルファイルの記載内容の説明

                  「付録C.1(2)　JP1ユーザーに業務グループ用のJP1資源グループ名およびJP1権限レベルを設定する」で作成する，ユーザー権限レベルファイルの記載内容とJP1ユーザー名，JP1資源グループ名，およびJP1権限レベルの対応の詳細を示します。
                  

                  記載内容の詳細

                  
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 ユーザー権限レベルファイルの記載内容

                              
                              	
                                 JP1ユーザー名，JP1資源グループ名，JP1権限レベルの対応

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 jp1admin:JP1_Console=JP1_Console_Admin,JP1_CF_Admin

                              
                              	
                                 
                                    	JP1ユーザー名：

                                    	
                                       jp1admin

                                    

                                    	JP1資源グループ名：

                                    	
                                       JP1_Console

                                    

                                    	JP1権限レベル：

                                    	
                                       ・JP1_Console_Admin

                                       ・JP1_CF_Admin

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 jp1user1:sigenA=JP1_Console_Operator

                              
                              	
                                 
                                    	JP1ユーザー名：

                                    	
                                       jp1user1

                                    

                                    	JP1資源グループ名：

                                    	
                                       sigenA

                                    

                                    	JP1権限レベル：

                                    	
                                       JP1_Console_Operator

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  (2)　JP1ユーザーに業務グループ用のJP1資源グループ名およびJP1権限レベルを設定する

                  業務グループでユーザーがJP1/IMで参照・操作できる範囲を制限するためには，JP1ユーザーごとにJP1資源グループ名，およびJP1権限レベルを設定する必要があります。JP1資源グループ名，およびJP1権限レベルを設定する手順を次に示します。この手順はシステムのプライマリー認証サーバに対して実施します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        プライマリー認証サーバが設定されている。

                     

                     	
                        プライマリー認証サーバにJP1ユーザーが登録されている。

                     

                     	
                        jbsaclreloadコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        プライマリー認証サーバのJP1/Baseのユーザー権限レベルファイル（JP1_UserLevel）を，次のように記載します。
                        

                        -----------------------------------------------------

                        jp1admin:JP1_Console=JP1_Console_Admin,JP1_CF_Admin

                        jp1user1:sigenA=JP1_Console_Operator

                        -----------------------------------------------------

                        ユーザー権限レベルファイルの格納先は次のとおりです。

                        Windowsの場合：

                        Baseパス¥conf¥user_acl¥

                        Linuxの場合：

                        /etc/opt/jp1base/conf/user_acl/

                     

                     	
                        次のjbsaclreloadコマンドを実行して，ユーザー権限レベルファイルの記載内容をプライマリー認証サーバのJP1/Baseに反映します。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合

                              "Baseパス¥bin¥jbsaclreload"

                           

                           	
                              Linuxの場合

                              /opt/jp1base/bin/jbsaclreload

                           

                        

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        JP1/Base 運用ガイド　ユーザー管理の設定について書かれた個所

                     

                  

               
               
                  (3)　業務グループの参照・操作制限を有効にする

                  ユーザーがJP1/IMで参照・操作できる範囲を制限するために，業務グループの参照・操作制限を設定します。この操作はマネージャーに対して実施します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「1.3.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(3)　統合監視DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従って統合監視DBを設定し，有効になっている。
                        

                     

                     	
                        「1.3.4(4)　IM構成管理DBをセットアップする（Windowsの場合）」，または「1.4.4(4)　IM構成管理DBをセットアップする（Linuxの場合）」に従ってIM構成管理DBを設定し，有効になっている。
                        

                     

                     	
                        jcoimdefコマンドを実行するOSユーザーがAdministrators権限またはroot権限を所有している。
                        

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，発生元ホストのマッピングを有効にします。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合：

                              "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -hostmap ON

                           

                           	
                              Linuxの場合：

                              /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -hostmap ON

                           

                        

                     

                     	
                        次のjcoimdefコマンドを実行して，業務グループの参照・操作制限を有効にします。
                        

                        
                           	
                              Windowsの場合

                              "Consoleパス¥bin¥jcoimdef" -bizmonmode ON

                           

                           	
                              Linuxの場合

                              /opt/jp1cons/bin/jcoimdef -bizmonmode ON

                           

                        

                     

                     	
                        JP1/IM - ManagerおよびJP1/IM - Viewを再起動します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　3.1.4　業務グループの参照・操作制限の仕組み

                     

                     	
                        構築ガイド　4.12　発生元ホストのマッピングの設定

                     

                     	
                        構築ガイド　4.17　業務グループの参照・操作制限の設定

                     

                     	
                        コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

                     

                  

               
               
                  (4)　業務グループを作成して業務グループに所属ホストを登録する

                  ユーザーがJP1/IMで参照・操作できる範囲を制限するために，業務グループを作成します。そのあと，ユーザーがJP1/IMで参照・操作できる範囲を制限するために，どのホストをどの業務グループで管理するかを登録します。

                  前提条件

                  次の条件を満たす必要があります。

                  
                     	
                        「付録C.1(3)　業務グループの参照・操作制限を有効にする」に従って業務グループの参照・操作制限が有効になっている。
                        

                     

                     	
                        IM構成管理に監視対象のホストが登録されている。

                     

                  

                  操作手順

                  
                     	
                        Windowsスタートメニューの［プログラム］−［JP1_Integrated Management - View］−［構成管理］を選択して，［ログイン］画面を表示します。

                     

                     	
                        JP1ユーザー名（jp1admin），パスワード（jp1admin），接続先ホスト名（kanri）を入力して，ログインし，［IM構成管理］画面を表示します。
                        

                     

                     	
                        ［IM構成管理］画面の［業務グループ］ページを表示して，画面の右上にある［更新権取得］チェックボックスをチェックします。

                     

                     	
                        ［業務グループ］ページでルートノードを右クリックして表示されるポップアップメニューから［新規作成］を選択して，［業務グループの新規作成］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って，業務グループを作成します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［IM構成管理］画面の［業務グループ］ページのツリー表示領域に表示されている，ホストを登録したい業務グループのノードを選択します。

                     

                     	
                        選択したノードを右クリックして表示されるコマンドメニューから［所属ホストの登録/解除］を選択し，［所属ホストの登録/登録解除］画面を表示します。

                     

                     	
                        次の図に従って業務グループにホストを登録します。

                        [image: [図データ]]

                     

                     	
                        ［IM構成管理］画面の［業務グループ］ページで［操作］−［業務グループ］−［業務グループ反映］を選択し，IM構成管理に業務グループへの登録状況を反映します。

                     

                     	
                        ［更新権取得］チェックボックスのチェックを外します。

                     

                  

                  関連項目

                  
                     	
                        導入・設計ガイド　6.4　業務グループの管理

                     

                     	
                        構築ガイド　3.4　業務グループの設定

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.1　［IM構成管理］画面

                     

                     	
                        画面リファレンス　4.14　［業務グループの新規作成］画面

                     

                  

               
            
            
               付録C.2　業務グループが正しく設定できたか確認する

               業務グループが正しく設定できたかどうか確認するために，JP1ユーザーごとに［イベントコンソール］画面でイベントを確認する手順を説明します。

               操作手順

               
                  	
                     JP1/IM - Manager（セントラルコンソール）に次のようにログインします。

                     
                        	
                           システム管理者

                           jp1adminでログインします。

                        

                        	
                           営業部の業務システムのユーザーAさん

                           jp1user1でログインします。

                        

                     

                  

                  	
                     ［イベントコンソール］画面でイベントを確認します。

                     
                        	
                           システム管理者

                           すべてのイベントが表示され，操作できます。

                        

                        	
                           営業部の業務システムのユーザーAさん

                           グループ1で定義したホストからのイベントだけが表示され，操作できます。

                        

                     

                  

               

            
         
         
            付録D　ポート番号

            JP1/IMおよびJP1/Baseが使用するポート番号のうち，クイックリファレンスで説明するシステムに関係するものを示します。使用するプロトコルは，TCP/IPです。各ポート番号は，製品のインストール時に設定されます。

            
               付録D.1　JP1/IMのポート番号

               クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/IMのポート番号の一覧を示します。なお，通信時にはここに示すポート番号のほかに，OSが自動的に割り振る1025〜65535/tcpのポート番号を使用します。ただし，割り振られるポート番号の範囲はOSによって異なる場合があります。

               クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/IMのポート番号一覧

               
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サービス名

                           
                           	
                              ポート番号

                           
                           	
                              IM-V

                           
                           	
                              IM-M

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              jp1imevtcon

                           
                           	
                              20115/tcp

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              JP1/IM - ViewからJP1/IM - Manager（イベントコンソールサービス）への接続で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcmda

                           
                           	
                              20238/tcp

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              JP1/IM - Viewからコマンド実行する際に使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcss

                           
                           	
                              20305/tcp

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              JP1/IM - ViewからJP1/IM - Manager（セントラルスコープサービス）への接続で使用

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IM-Manager DB Server

                           
                           	
                              20700/tcp

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager（IMデータベース）の内部処理で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcf

                           
                           	
                              20702/tcp

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              JP1/IM - ViewからJP1/IM - Manager（IM構成管理サービス）への接続で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imfcs

                           
                           	
                              20701/tcp

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager（イベント基盤サービス）の内部処理で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imegs

                           
                           	
                              20383/tcp

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager（相関イベント発行サービス）の内部処理で使用

                           
                        

                     
                  

                  
                     
                        	（凡例）

                        	
                           IM-V：JP1/IM - View

                           IM-M：JP1/IM - Manager

                           ○：インストール時にservicesファイルに登録される
                           

                           ×：servicesファイルに登録してはいけない
                           

                           −：インストール時にservicesファイルに登録されない（設定も不要）
                           

                        

                     

                  

               
            
            
               付録D.2　JP1/Baseのポート番号

               クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/Baseのポート番号の一覧を示します。なお，通信時にはここに示すポート番号のほかに，OSが自動的に割り振る1025〜65535/tcpのポート番号を使用します。ただし，割り振られるポート番号の範囲はOSによって異なる場合があります。

               クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/Baseのポート番号一覧

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サービス名

                           
                           	
                              ポート番号

                           
                           	
                              説明

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              jp1imevt

                           
                           	
                              20098/tcp

                           
                           	
                              イベントを他ホストに転送するときに使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imevtapi

                           
                           	
                              20099/tcp

                           
                           	
                              イベントを登録または取得するすべての製品，およびイベント発行関数・イベント取得関数で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imrt

                           
                           	
                              20237/tcp

                           
                           	
                              IM構成管理で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcmda

                           
                           	
                              20238/tcp

                           
                           	
                              コマンド実行で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcmdc

                           
                           	
                              20239/tcp

                           
                           	
                              コマンド実行で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bsuser

                           
                           	
                              20240/tcp

                           
                           	
                              ユーザー認証サーバで使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bsplugin

                           
                           	
                              20306/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM用定義情報の収集・配布で使用

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bscom

                           
                           	
                              20600/tcp

                           
                           	
                              IM構成管理とサービス管理制御との通信で使用

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               付録D.3　ファイアウォールの通過方向

               ファイアウォールの通過方向を示します。なお，JP1/IMおよびJP1/Baseは，パケットフィルタリング型，NAT（スタティックモード）型のファイアウォールに対応しています。

               ファイアウォールの通過方向

               
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サービス名

                           
                           	
                              ポート番号

                           
                           	
                              ファイアウォールの通過方向

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              jp1imevt

                           
                           	
                              20098/tcp

                           
                           	
                              イベント転送元のJP1/Base → イベント転送先のJP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imevtapi

                           
                           	
                              20099/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Managerなどのイベントを取得するプログラム → JP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imevtcon

                           
                           	
                              20115/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - View → JP1/IM - Manager（JP1/IM - Central Console）

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imrt

                           
                           	
                              20237/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → JP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcmda

                           
                           	
                              20238/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - View → JP1/IM - Manager（JP1/IM - Central Console）

                              JP1/IM - Manager（JP1/IM - Central Console） → JP1/Base※1

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcmdc

                           
                           	
                              20239/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Managerが導入されているホストのJP1/Base ←→ コマンド実行先ホストのJP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bsuser

                           
                           	
                              20240/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → JP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcss

                           
                           	
                              20305/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - View → JP1/IM - Manager（JP1/IM - Central Scope）

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bsplugin

                           
                           	
                              20306/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Managerなどのサービスを使用する上位プログラム → JP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imegs

                           
                           	
                              20383/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Managerがインストールされたマシン内だけの通信となるため，ファイアウォールの設定は不要

                           
                        

                        
                           	
                              jp1bscom

                           
                           	
                              20600/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager ←→ ほかのホストのJP1/Base

                           
                        

                        
                           	
                              JP1/IM-Manager DB Server

                           
                           	
                              20700/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → JP1/IM-Manager DB Server

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imcf

                           
                           	
                              20702/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - View → JP1/IM - Manager（IM構成管理）

                           
                        

                        
                           	
                              jp1imfcs

                           
                           	
                              20701/tcp

                           
                           	
                              JP1/IM - Managerがインストールされたマシン内だけの通信となるため，ファイアウォールの設定は不要

                           
                        

                        
                           	
                              jimmail

                           
                           	
                              25/tcp※2

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → メールサーバ（SMTP）　（認証なしの場合）

                           
                        

                        
                           	
                              587/tcp※2

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → メールサーバ（SMTP）　（SMTP-AUTH認証の場合）

                           
                        

                        
                           	
                              110/tcp※2

                           
                           	
                              JP1/IM - Manager → メールサーバ（POP3）　（POP before SMTP認証の場合）

                           
                        

                     
                  

                  
                     
                        	（凡例）

                        	
                           →　：コネクション確立時の接続方向

                        

                     

                     注※1　マネージャーのJP1/Baseが対象です。

                     注※2　接続先ポート番号は，接続先サーバの使用するポートによって変わる場合があります。

                  

               
               ここで示したポート番号を利用してコネクションを確立したい場合は，ファイアウォールの設定で「サービス名のポート」と「サービス名のポート番号に対して確立されたセッションへの返信はANY」を必ず通すようにしてください。返信が「ANY」となるのは，OSによる自動採番のためです。
               

               コネクション確立時は，表中のポート番号を，接続を受ける側（矢印が向いている側）が使用します。接続する側は，OSによって割り当てられる空きポート番号を使用します。この場合に使用するポート番号の範囲は，OSによって異なります。

               なお，ファイアウォールサーバマシン上にJP1/IMおよびJP1/Baseをインストールする場合は，同一マシン内での通信もファイアウォールによる通信制限の対象となる場合がありますので，この場合，同一マシン内でも表中のポート番号で通信できるように設定してください。

               関連項目

               
                  	
                     構築ガイド　7.3　ファイアウォール環境での運用

                  

               

            
         
         
            付録E　サービス一覧（Windows限定）

            Windows版JP1/Base，およびWindows版JP1/IM - Managerを構成するサービスのうち，クイックリファレンスで説明するシステムに関係するものを示します。

            クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/Baseのサービス一覧

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           表示名

                        
                        	
                           サービス名

                        
                        	
                           スタートアップの種別※

                        
                        	
                           説明

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           JP1/Base

                        
                        	
                           JP1_Base

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           ユーザー管理，およびプロセス管理のためのサービス

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base Event

                        
                        	
                           JP1_Base_Event

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           イベントを管理したり，ほかのホストとイベントを送受信したりするためのサービス

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base EventlogTrap

                        
                        	
                           JP1_Base_EventlogTrap

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           イベントログトラップを使用するためのサービス

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base LogTrap

                        
                        	
                           JP1_Base_LogTrap

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           ログファイルトラップを使用するためのサービス

                        
                     

                  
               

               
                  注※　記載しているスタートアップの種別は，インストール時点での設定です。

               

            
            クイックリファレンスで説明するシステムに関係するJP1/IM - Managerのサービス一覧

            
               
                  
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           表示名

                        
                        	
                           サービス名

                        
                        	
                           スタートアップの種別※

                        
                        	
                           説明

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           JP1/IM-Manager

                        
                        	
                           JP1_Console

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           物理ホストのJP1/IM - Manager（セントラルコンソール，セントラルスコープ，IM構成管理）のサービス

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM-Manager DB Server

                        
                        	
                           HiRDBEmbeddedEdition_JM0

                        
                        	
                           手動

                        
                        	
                           物理ホストのIMデータベースサービス

                        
                     

                  
               

               
                  注※　記載しているスタートアップの種別は，インストール時点での設定です。

               

            
         
         
            付録F　もっと使いこなすには？

            JP1/IMをさらに使いこなすための機能を紹介します。詳細については，JP1/IMのシリーズマニュアルを参照してください。

            JP1/IMをさらに使いこなすための機能

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           機能

                        
                        	
                           概要

                        
                        	
                           関連項目

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ユーザーフィルターおよび重要イベントフィルター

                        
                        	
                           JP1/IMでは，クイックリファレンスで説明したもの以外のフィルターも設定できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　3.2.3　ユーザーフィルター

                              

                              	
                                 導入・設計ガイド　3.2.4　重要イベントフィルター

                              

                              	
                                 構築ガイド　4.2.2　ユーザーフィルターを設定する

                              

                              	
                                 構築ガイド　4.2.3　重要イベントフィルターを設定する

                              

                              	
                                 画面リファレンス　2.10　［重要イベント定義］画面

                              

                              	
                                 画面リファレンス　2.28　［ユーザーフィルター設定］画面

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           リモート監視※

                        
                        	
                           JP1/Baseをインストールしないで，監視対象ホストのログファイルを監視できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　6.2.8　エージェント構成とリモート監視構成の選択について

                              

                              	
                                 導入・設計ガイド　6.6　リモートの監視対象ホストの管理

                              

                              	
                                 構築ガイド　1.18　リモートの監視対象ホストでログ監視をするための設定

                              

                              	
                                 構築ガイド　2.17　リモートの監視対象ホストでログ監視をするための設定

                              

                              	
                                 画面リファレンス　4.7　［リモート監視設定］画面

                              

                              	
                                 画面リファレンス　4.20　［システム共通設定］画面

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           クラスタ環境への対応

                        
                        	
                           JP1/IMをクラスタ運用することによって，サーバ障害などが発生した場合でもシステム監視を継続できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　12.3.9　クラスタシステムで運用する場合の構成

                              

                              	
                                 構築ガイド　6.　クラスタシステムでの運用と環境構築

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           仮想化構成でのシステム監視

                        
                        	
                           仮想化環境管理ソフトウェアなどから，どんな仮想マシンが作られているかを取得し，ツリー形式で表示できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　6.3　仮想化システム構成の管理

                              

                              	
                                 構築ガイド　3.3　仮想化システム構成の設定

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           ほかのJP1/IMシリーズ製品との連携

                        
                        	
                           JP1/IM - Service Support，JP1/IM - Navigation Platformなどと連携してシステムを監視できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　8.　他製品との連携

                              

                              	
                                 構築ガイド　8.　ほかの統合管理製品と連携するための設定

                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           大量発生イベントの転送抑止

                        
                        	
                           エージェントで大量に発生したイベントをマネージャーへ転送するのを抑止できます。

                        
                        	
                           
                              	
                                 導入・設計ガイド　3.5.9　大量発生イベントの転送抑止

                              

                              	
                                 導入・設計ガイド　11.1.7　大量発生イベントの転送抑止の検討

                              

                              	
                                 運用ガイド　5.1.7　大量発生イベントの転送を抑止する

                              

                           

                        
                     

                  
               

               
                  注※　リモート監視では，仕様上通信障害などの理由によって，ログ監視が停止してしまう，またはログをイベントとして取得できなくなってしまいます。これらを許容できないシステムでは，JP1/IMでリモート監視を設定しないでJP1/Baseを導入して監視してください。

               

            
         
         
            付録G　このマニュアルの参考情報

            マイクロソフト製品の表記，マニュアル名の略称と正式名称の対応など，このマニュアルを読む上での参考情報を説明します。

            マイクロソフト製品の表記

            このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           表記

                        
                        	
                           製品名

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           Windows 2000

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating System

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

                        
                     

                     
                        	
                           Windows 7

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate

                        
                     

                     
                        	
                           Windows 8

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 8 Enterprise

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) 8 Pro

                        
                     

                     
                        	
                           Windows 8.1

                        
                        	
                           Windows(R) 8.1 Enterprise

                        
                     

                     
                        	
                           Windows(R) 8.1 Pro

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2003

                        
                        	
                           Windows Server 2003

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2003 (x64)

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2003 R2

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2003 R2 (x64)

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 Edition

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2008

                        
                        	
                           Windows Server 2008

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2008 (x64)

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise x64

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard x64

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2008 R2 (x64)

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter x64

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Enterprise x64

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard x64

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2012

                        
                        	
                           Windows Server 2012

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Datacenter

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Standard

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Server 2012 R2

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Datacenter

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Standard

                        
                     

                     
                        	
                           Windows Vista

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

                        
                     

                     
                        	
                           Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

                        
                     

                     
                        	
                           Windows XP Professional

                        
                        	
                           Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System

                        
                     

                  
               

               
                  Windows 8.1，Windows 8，Windows Server 2012，Windows 7，Windows Server 2008，Windows Vista，Windows Server 2003，Windows XP ProfessionalおよびWindows
                     2000を総称してWindowsと表記することがあります。
                  

               

            
            マニュアル名の表記

            このマニュアルでは，関連項目のマニュアル名を次のように省略して示しています。

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           このマニュアルでの表記

                        
                        	
                           正式名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           導入・設計ガイド

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド

                        
                     

                     
                        	
                           構築ガイド

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド

                        
                     

                     
                        	
                           運用ガイド

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager 運用ガイド

                        
                     

                     
                        	
                           画面リファレンス

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager 画面リファレンス

                        
                     

                     
                        	
                           コマンド・定義ファイルリファレンス

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス

                        
                     

                     
                        	
                           メッセージ

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Integrated Management - Manager メッセージ

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base 運用ガイド

                        
                        	
                           JP1 Version 10 JP1/Base 運用ガイド

                        
                     

                  
               

            
            製品名の表記

            このマニュアルでは，日立製品およびそのほかの製品の名称を省略して表記しています。次に，製品の正式名称と，このマニュアルでの表記を示します。

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           このマニュアルでの表記

                        
                        	
                           正式名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           JP1/IM

                        
                        	
                           JP1/IM - Manager

                        
                        	
                           JP1/Integrated Management - Manager

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM - Navigation Platform※

                        
                        	
                           JP1/Integrated Management - Navigation Platform

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM - Service Support※

                        
                        	
                           JP1/Integrated Management - Service Support

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM - View

                        
                        	
                           JP1/Integrated Manager - View

                        
                     

                     
                        	
                           Linux

                        
                        	
                           Linux 6.1 (x86)

                        
                        	
                           Red Hat Enterprise Linux (R) Server 6.1 (32-bit x86)

                        
                     

                     
                        	
                           Linux 6.1 (x64)

                        
                        	
                           Red Hat Enterprise Linux (R) Server 6.1 (64-bit x86_64)

                        
                     

                     
                        	
                           Linux 5.1 (x86)

                        
                        	
                           Red Hat Enterprise Linux (R) 5.1 (x86)

                        
                     

                     
                        	
                           Linux 5.1 (x64)

                        
                        	
                           Red Hat Enterprise Linux (R) 5.1 (AMD/Intel 64)

                        
                     

                  
               

               
                  注※　JP1/IM - Navigation Platform，JP1/IM - Service Supportについては，このマニュアルで説明するJP1/IM - Manager，JP1/IM - Viewに関連する機能概要だけ説明しています。

               

            
            使用する英略語

            このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           英略語

                        
                        	
                           正式名称

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           AMD

                        
                        	
                           Advanced Micro Devices

                        
                     

                     
                        	
                           DNS

                        
                        	
                           Domain Name System

                        
                     

                     
                        	
                           GUI

                        
                        	
                           Graphical User Interface

                        
                     

                     
                        	
                           HTML

                        
                        	
                           Hyper Text Markup Language

                        
                     

                     
                        	
                           HTTP

                        
                        	
                           HyperText Transfer Protocol

                        
                     

                     
                        	
                           IP

                        
                        	
                           Internet Protocol

                        
                     

                     
                        	
                           IPF

                        
                        	
                           Itanium(R) Processor Family

                        
                     

                     
                        	
                           LAN

                        
                        	
                           Local Area Network

                        
                     

                     
                        	
                           NIC

                        
                        	
                           Network Interface Card

                        
                     

                     
                        	
                           SNMP

                        
                        	
                           Simple Network Management Protocol

                        
                     

                     
                        	
                           TCP/IP

                        
                        	
                           Transmission Control Protocol/Internet Protocol

                        
                     

                     
                        	
                           TXT

                        
                        	
                           Text

                        
                     

                     
                        	
                           UNC

                        
                        	
                           Universal Naming Convention

                        
                     

                     
                        	
                           URL

                        
                        	
                           Uniform Resource Locator

                        
                     

                     
                        	
                           WWW

                        
                        	
                           World Wide Web

                        
                     

                  
               

            
            Windows版JP1/IMおよびJP1/Baseのインストール先フォルダの表記（x86環境の場合）

            x86環境のWindows版JP1/IM，およびJP1/Baseのインストール先フォルダを示します。Windows 8.1，Windows 8，Windows Server 2012，Windows 7，Windows Server 2008およびWindows
               Vistaの場合，「システムドライブ:¥Program Files」と表記している部分は，インストール時のOS環境変数によって決定されるため，環境によって異なる場合があります。
            

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           製品名

                        
                        	
                           インストール先フォルダの表記

                        
                        	
                           デフォルトインストール先フォルダ※

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           JP1/IM - View

                        
                        	
                           Viewパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1CoView

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM - Manager

                        
                        	
                           Managerパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1IMM

                        
                     

                     
                        	
                           Consoleパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1Cons

                        
                     

                     
                        	
                           Scopeパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1Scope

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base

                        
                        	
                           Baseパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files¥Hitachi¥JP1Base

                        
                     

                  
               

               
                  注※　各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。

               

            
            Windows版JP1/IMおよびJP1/Baseのインストール先フォルダの表記（x64環境の場合）

            Windows版JP1/IM，およびJP1/Baseのインストール先フォルダを示します。Windows 8.1，Windows 8，Windows Server 2012，Windows 7，Windows Server 2008およびWindows
               Vistaの場合，「システムドライブ:¥Program Files (x86)」と表記している部分は，インストール時のOS環境変数によって決定されるため，環境によって異なる場合があります。
            

            
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           製品名

                        
                        	
                           インストール先フォルダの表記

                        
                        	
                           デフォルトインストール先フォルダ※

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           JP1/IM - View

                        
                        	
                           Viewパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1CoView

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/IM - Manager

                        
                        	
                           Managerパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1IMM

                        
                     

                     
                        	
                           Consoleパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Cons

                        
                     

                     
                        	
                           Scopeパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Scope

                        
                     

                     
                        	
                           JP1/Base

                        
                        	
                           Baseパス

                        
                        	
                           システムドライブ:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥JP1Base

                        
                     

                  
               

               
                  注※　各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。

               

            
            説明文で使用する書式

            このマニュアルの説明文で使用する書式を次に示します。

            
               
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           書式

                        
                        	
                           意味

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           ［　］

                        
                        	
                           メニュー項目，画面名，ボタン名，およびキーボードのキーなどを示す。

                           例

                           メニュー項目：［新規作成］

                           画面名：［ログイン］画面

                           ボタン名：［OK］ボタン

                           キーボードのキー：［Ctrl］キー

                        
                     

                     
                        	
                           ［　］−［　］

                        
                        	
                           画面のメニューから項目を選択する操作を示す。

                           例

                           ［ファイル］−［新規作成］を選択する。

                           上記の例では，メニューバーの［ファイル］を選んで，プルダウンメニューの［新規作成］を選択することを示す。

                        
                     

                  
               

            
         
         
            付録H　用語解説

            
               （英字）

               
                  	IM構成

                  	
                     IM構成管理が管理するシステムの階層構成です。

                  

                  	IM構成管理

                  	
                     IM構成管理・ビューアーからJP1/IMが運用管理するシステムの階層構成（IM構成），およびシステムを構成する各ホストの設定を一元的に管理する機能です

                  

                  	IM構成管理DB

                  	
                     JP1/IM - ManagerがIM構成管理に使用するデータベースです。

                  

                  	IMデータベース

                  	
                     JP1/IM - Managerが提供するデータベースです。IM構成管理DBおよび統合監視DBの総称です。

                  

                  	JP1/Base

                  	
                     JP1/IMの基盤機能を提供するプログラムです。

                     イベントの送受信や，ユーザーの管理，起動の制御などをします。また，JP1/IMシステムのエージェントとしての役割も持ちます。

                     JP1/Baseは，JP1/IM - Managerの前提プログラムです。

                  

                  	JP1/IM - Manager

                  	
                     システム全体の一元的な監視と操作を実現することで，システムを統合管理するためのプログラムです。「セントラルコンソール」，「セントラルスコープ」および「IM構成管理」の三つの機能によって構成されています。

                  

                  	JP1/IM - View

                  	
                     JP1/IMでのシステム統合管理を実現するためのビューアー機能を提供するプログラム（GUI提供プログラム）です。

                  

                  	JP1イベント

                  	
                     システムで発生した事象をJP1で管理するための情報です。このマニュアルではイベントと略しています。

                     JP1イベントは，JP1/Baseのイベントサービス機能が管理しています。システムで発生した事象をJP1イベントとしてデータベースに記録しています。

                  

               

            
            
               （ア行）

               
                  	イベントガイド機能

                  	
                     JP1/IMのセントラルコンソールで，システム監視中に発生したJP1イベントに対して，調査や対処のガイドとなる情報を表示する機能です。イベントガイド機能はJP1イベント単位でのガイドを表示する機能です。

                  

                  	［イベントコンソール］画面

                  	
                     JP1/IM - Viewの画面の一つで，セントラルコンソールの受信したJP1イベントを時系列に表示します。

                  

                  	イベント取得フィルター

                  	
                     ［イベントコンソール］画面に表示するために，JP1/IM - Managerが取得するJP1イベントの詳細な条件を設定するためのフィルターです。

                  

                  	エージェント

                  	
                     JP1/IMで，マネージャーによって管理されるホストのことです。または，マネージャープログラムによって管理されるプログラムのことです。JP1/IMでは，JP1/Baseがエージェントプログラムとして，JP1/IM - ViewおよびJP1/IM
                        - Managerからの処理要求を受けて，JP1イベントの管理や，コマンド実行などをします。
                     

                  

               

            
            
               （カ行）

               
                  	共通除外条件

                  	
                     JP1/IMが監視するJP1イベントの取得条件を決めるイベント取得フィルターの一部であり，取得の対象外とするJP1イベントを定義する条件群の集合です。

                  

                  	業務グループ

                  	
                     JP1/IMのIM構成管理で監視対象の複数のホストを，業務で使用するシステムの単位やシステム管理者の監視対象範囲など，ある目的ごとにグルーピングした単位のことです。

                  

                  	繰り返しイベント

                  	
                     ユーザーが指定した条件に一致したJP1イベントです。

                  

                  	繰り返しイベント条件

                  	
                     JP1イベントの属性および比較キーワードをあらかじめ指定することで，どの繰り返しイベントを抑止の対象とするかを設定するための条件です。

                  

                  	繰り返しイベントの監視抑止

                  	
                     指定した条件に一致した繰り返しイベントが大量に発生したとき，繰り返しイベントが［イベントコンソール］画面のイベント一覧に大量に表示されてしまうことを抑止したり，繰り返しイベントに対応したアクションが大量に実行されてしまうことを抑止したりできる機能です。

                  

               

            
            
               （サ行）

               
                  	自動アクション

                  	
                     特定のJP1イベントを受信したときに，自動的にコマンドを実行する機能です。

                     自動アクションの定義では，自動アクションを実行する条件と，自動アクションとして実行するコマンドを指定します。

                  

                  	重大度

                  	
                     JP1イベントの属性の一つで，システムで発生した事象の重大さを示す情報です。

                  

                  	重大度変更機能

                  	
                     JP1イベントの重大度をユーザーが自由に変更できる機能です。

                  

                  	重要イベントフィルター

                  	
                     ［イベントコンソール］画面の［重要イベント］ページに表示する重要イベントを定義するフィルターです。

                  

                  	セントラルコンソール

                  	
                     システムで発生した事象をJP1イベントによって集中管理することで，システムを統合管理するための仕組みです。

                  

                  	セントラルスコープ

                  	
                     システムの監視画面として管理者の目的に合わせた画面を提供することで，目的指向型のシステムを監視するための仕組みです。

                  

                  	相関イベント

                  	
                     相関イベントの発行によって，発行されたJP1イベントです。

                  

               

            
            
               （タ行）

               
                  	統合監視DB

                  	
                     JP1/IM - Managerがセントラルコンソール機能に使用するデータベースです。

                  

               

            
            
               （ハ行）

               
                  	ビューアー

                  	
                     JP1/IMのシステム統合管理のために，目的に沿った画面を提供するためのプログラム（GUI提供プログラム）のことです。または，ビューアーを実行するホストのことです。

                  

                  	表示フィルター

                  	
                     ［イベントコンソール］画面で表示するJP1イベントの条件を設定するフィルターです。

                  

               

            
            
               （マ行）

               
                  	マネージャー

                  	
                     JP1/IMで，システム上のほかのプログラムを管理する役割のプログラムのことです。または，システム上のほかのホストを管理する役割のホストのことです。

                     JP1/IMでは，JP1/IM - Managerがマネージャープログラムとして，エージェントプログラムであるJP1/Baseを管理します。

                  

               

            
            
               （ヤ行）

               
                  	ユーザーフィルター

                  	
                     ［イベントコンソール］画面に表示できるJP1イベントの条件を，JP1ユーザーごとに設定するためのフィルターです。
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